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く　、ブ　三尊

連帯感ということ
二厨生　太　田　習－

互必生の方々が年嵩きれる今、おのでとうとし＼うべきでノようが、と老か

く私選にとって一つの婁こび慮．草案きれ′る方々ヂ夫で髪真二竃笥空身につ

言ておられるという、羨望の入りまじった乾1号なって丁＝　コンパで寒教会の

滞上で後輩釘私束に布質や素見監述べられる盛花芳寄こ　∫・　二つ雇田では絶

ちく蓋え粒そめろう理由からの夜突き、安定があそこ乙＿言専守、パ＿日夜」で参

ります。線詮化学黍打二入った払箆に親展か言われた栗芳って亘ノ刀向寒，後

れにグなかったのは牽巽ですがあった二と乞亨実て丁；

多　の先輩の言わ了しる「ファイトを持て」と・、、】士二⊥二で＿て一つの絡懲

つり黄為乞述べrこいと遭います。「プアノト　＿三二二睾き‾皇写つつ在が

」労、首フ亡弟言′る充足藤∴－～つか六三な工ネル婁t一二ノ二軍7TT二号葦毛、又は

宮人′、孝を守ろて／と，する薄利了主意戦」ク）二と三悪、1三すご五重こ萱二淫筆者衆

ガザに生きて一一ろし、笹＿つて登でも連帯蕗と、lラ二と　二つ＿二号こそ正吾本

考　苦す。餌不老の遷礪露にレて　、二つ芳覆巨γ仁方‾　了等二三㌦」＿　士′しき仝）

ノrドあると等うりですっ　断ち凋人の主体痩乞とこ喜て王手∴∴㌧∴∵蔓r㌧ろ翌

轡各線と乞七㌦つぼ家産in謁職を種本篤志菟長乙してて∴寅　二二って一㍗皇帝

感を祀穫する、とし＼ちことそあり意す／．二の二つこせゴーミキ二）1∴二二∵三は

ありませんが、私にピって何題になるのは主ヒして茹看て麦ノますこそ、二

こて私の細見を選べたいと番います。こく顔近在勲として夏雲と－∵ゴミクワに

っいて考えてみますと、乾が友人を求める楊合にi芸、単二′貢と二号二項祭た

る箕隠藩亀を威して＝るので凋肯く、露が召己の珂雫二葉L、入ろうェす壱考

の奮戦ガ牒人に着て画〝り老親を発亀する商はじめて覆真言貫雪三春〉t‾ろ訳

で∴・そこに着て姥と鬼と剃裾二漣帝蕗とし’て把凄さ考べき！∴つ亘三ナーそつで

す。丁大をご養プ）友人は得られない．」とはよく厚軒二γ∴そことこてう＼リて＼レ

如何にく観蛋克親友〉た」と葛、生活の賢者櫓では寒々怒れる二二本ろ名宝

ので、芝れ．隼攻濁り選りあり方だと私宣革うので丁っ剰二三今私こと′つて

草色甑宏たこ虎．そ．こしト笑友人甘み、づ乙の讃役てえ危行rL．一1、育衆力桑う準真

一【2－
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宣泉人で監ないように落札ます。㌦麻摺だって　く生渡の親友）という帝患し

た固定観食にとらわれねぼならぬのでしょうの私ばその綺ってLiる感傷紹廟・

さに嘩易します。ある稗髭の腸での箕嵐な遅滞蕗、これこそ痩㌦重複傍成立

策序ではないでしょうかさ

〟対－の夜債岡條のみならず、一対夢の賜金に茶いて法科じことが透見巷

のではない弁と愚うのです。私達は僚然ヒ線鑑化学科堕としてのつな本頭象

求めている訳ではなし‖ノ、これだけの人が覆るから、正にその理由で凌帝感

が漉尊である訳もないでレよう。同じ科の鬼ならず．撃部内ガつながりの商

超汗二Uて葛、薇家的な「鰭乗したエネルギー」やrファイト」だ、げで超㌦画

に私渡にピンと乗射1のは、それが私逢焉身の老醜ピー賓しない場合を親密

されているからです．】私達に透簡尊厳茶庭黎なことばいうまで葛あり孟せん

求、も／つと具体的にファイトヒ謹礪藤ヒ乞鰭かつフけ　富者　てて夜　在ったと凌

命に飢います。孝一－′庵にファイト丼なし了‥なっとらんノ′　といわれて忘＿私

渡芯、はあそうですか、麓かこそうですねというだけで、亙るきり私達ヒ萌

のニヒ乞鴛折れて‖為ような売宣刀です。専するにそれ適職人の薇魂の搾馬

ですカ、ら＿

ファイト殊孝をやろうこする螢烈な寛竣そあるLすれば、私渡にプア′イト

殊射′1ヒしりニヒは、蒋凍払渡状そ創考番的蕗城を捧ち得意しい1ゝといと鳥番

に触れざるを得ず、その外的筆陣乞威巷にして広角えら拉見目こと∴2－すっ　こ

の慕水嚢婆だと番うのですク　何家人度数魂なのかとし1ち斉喪に町レて浸、招

魂空の　のの璃実を裾のようとする雀リ　二．た　ら　い檀竃で動魂竃ぺ∴ニ舌

像にすぎない、そんなもだ‖意謄てこし諾え、乙すぐこう凍考究亘∵覇者こプフーこ㌻－

蔵本掛二審ウニとヒ．賓産する宝か宜しノつかり見ノつり等ことトニよノブで量と、打

てよりよい方句に澄む二と殊可塊に互リます。

言って寂れば、私蜜はお亘に簡推された璃人の妾▲俸性か中二十三んていよ31J

頃日∫プラスの中で豆、皆劉涼んでいるようで寛彦薄絹なつ謀へt　王いうこじ

になると鐸常に少し＼のではなLiかと饗える刀です．多くのキソカナガ収琴に

なります。それによって私攫森j驚衆な逢摩感を緒っようにならない餞上rフ

ァイト」はいっ豊でも濱に浮いた言愛息定積の壬、藻なし＼そしよ・ちか．宅雪金．

クラブ、磯機会、必ね、恵キツカナヒいう蚤味で、珍煽すべきこじこなノ′ノニて釆ま

したゎ　馨はファイ　ト軒払渡を碓リ立てる草でβなく、汚甥サ乏ブ点二三／√によ

ってファイトの藩壊ガ生れるのです。礫商韓リ蚤環も、私産の莱立つ手篭もノ合

いの一つの場ヒして塗れ洩摩周の兜虔乞ヨ増しノこし、考畑竺乙愚きつですヰ

∵ト



粁（干ズナ）　湊村研究室

内　藤　謙一

後のような暑蓼か終とか、入朝の

感か、掃きと本堂豪気志学を言えた柄

ではない水、・齢三十を準えて宏マ感

じ出した肇を少しく述べてみたいJ

や野蛮毒とLUら八森’ある小栗の乎

そ、毎分として今一番驚威したいと

潜っている車として、きれしトごとへ

の繁藤ヒいう孝を云ノつてLl名。万ヾ

んなく駕網す絢よ■入超網得するだろ

うと憩う肇は案は二逆なのであって．

そう溶き奉に依／フてこ　フら水気賓に

なるからでめる．

はなつまみされるほど∴一斉和こ威

張ること、せこに非韓に策しいまの

赤生れるらしい．っ

比の吉葉は、僕にとって輿に痛Lh

そればつまり入間ヒ八画との鱒み、イ寸

三日二冶ては、ねばっこくあらねは、な

らぬという車である。将官人面剛健

に願った孝はあるまい就、鱒に八向

蘭健におし＼てばきれいごとを警戒す

べきであると菟う。「レっ二日」ヒ二

、　－　　、　　　　　　　　　　－、

痢晋に徹底せれ二才途半端な犯で好

感い下る、持ばっこくまっわリっく。

そニケらストラッグルえと移′′フ乙ゆ

く。その中から生れて乗るものは、

良きにつけ専∴きこ一つ；丁、当らダさ

祈らずつきナ∴▲ごとで斉すよりは乏

し青竜壬あるで

え三二二三7ノ、てこ乞つえの観賓で

参ろう。煮」、貢′毒．乙ことんまで

追し1議のる辱蔓、え三一ユ貰考からみ

・：　　　・・∫　●．　　　、、　●．

僕は膚つ′か人間露な薙オであると患

う。かようかようとした、竃才∵きっ

た人礪日工産カ＝二㌦岬つ〃フ饗カそある苛

に違いはない本、その／全史清を通じ

て斬璃摺り密漁　た乞の　無し　とい

う季患、承しき摺りそあると藩う。

まことに害しし1嚢ではあるガ、入

閣同番が互いに餐し合い、互に傭っ

けあって、そこ赤ら人間の韓が織り

成されて夢くのであって寂れは、ね

ぼっこし＼人間岡原こそ入園のγ突く

少し天げさカ∴呂知れない本Jに参画

する葛のと云うべきであろう♂
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船舶柳醐

iまたちの各「成人の日に思う－

竹　田　敬　司

卿
マスつミにおだてられたわけではないが、成人の臼をi狙えて、ある轟線で

感慨魚馨である。

∴■i、、三　・　　　　　　　　　　　　・　●　‾・・王　　　　、　・．・

森．それ孟政着を硬く針て、京索象の考えた清々の毅賓によって毎夜に産金

すぎないことを晃遷し、社会を轟底本ら考える範渡こ菟裸体天日　てい考赤ら

である。これとは全く別の菟疎に着いてだが、白倉なりに夜寒乍フ海嶺を疑わ

ずに超いられないけ　何奴ぼら　清さ〆賓ノノ　は　り空しさ一策′　だから。矢花の

殆しトたノ（チッに∴葡′酒を注いでフ斥頚を高めようとすろような葛のだからク

、　　　　　二　∴　一　　　　　　　　　　　　　　　・　・．　．　　　　　　、・　・・

た廼栗」観客的な柔ケ刀ことであ巷。だからまじ、かこ写㌃考えた窓尿の“清

さ川一乗ク　乞「硬変の療威内」であり、範安めにすぎ言い．】痛し　／∫7巧人の

磯々産、何につけてgJ寒通の蒐嚢に立つ可基盤大てか」、お互いに貴等とし

∴、・∴　こ′．二　　　　　　　一・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　、

より可廉であ′香し、ヌ「困学す名目巳」の壊老鑑鑑息碑であるので、制定した

rケ、リ」ザこ孝をっないだr山」とこなつて、バケツの水石を覇のる二と水虫去

るそあろう。

ラジオ赤或やを「日豪孝賃づ写」と呼んだ0占召覇／ゴ茸．チョウナン行列戊

記憶にある由もないが、我々はあの激蓼覇の燭護りに人生を萄いられたのぞ

あった〃／繁茂月宮司の「病婦ニューース」「総売上占♂ク聾」の厳声、愛媛廟

顔の碑の凍傷萄額の激励演髭、あの不発痍極まりないサイレンの塵喝、寒々

の生々しい録音は、重器産金が激動しはじめため急ぐ為しLl今日、20才愛迎

えた竜の盛栄をちよおされ二はおかないのでめ局。

承々は、劇捏‖よっいていなかったが「威挙愛知づてしトを世′ば」そある打薮

奉をロマンチックに養えるより者いせノ忙ヒ巽リ、我々は無肥ながら、登だ巳

いう利こ轟藍な空｝ぱいに火花が流れ、線色の消閣垂木戯れ細ったように止

－5－



ってまのぬけたようにサイレンをまわ　て　‖とのを覚えているク娩率疲壇の

一種塵碍なお葛しろさや磯孝二・ウニとはおよそもがゥた礪実であった二とは

たしかである。参渚本部や、田舎の判定に住む人㈲実には．或争宙ブームで

あったかもしれないが、パイ樽血の弁よゥた人噂であった。泰甑〝毅で・ビラ

にで滋郭かせる採カという厳でつながれた儲薇であったク

磯孝に生れ、或孝ヒ衆に育った我等‘′事変っ写〝には、ともすれば、磯拳

という社会求藤が、あたり商のことのように見え勝ちである．癒しγ東電盈

観すれば、これはまさに輿常な激動の時代であること本分るのである。八両

の頭脳超、かかる項衆を、挙なる硯実ヒして見過すことの出乗るほど下考慮

あのそぼ机南柏あ毛自粛郵こしろ、社会界にしろ、市電表芸現象赤めれば、

何とか空のからくり夏期リたいと磨するのは市制か霊長芳不饗であり、以っ

て剋孝の生じ葛餅奴であるβ　いわんやこの療撃つ蕎頑まま、曇人生葛の轟癌ま

で滋ゆす、ド為厨寒空竣爽爵克夫内題である。珂炭左右、′＼竜三社会的動物だ

ひらて怒るク　平和の呵頗本世帯の車大敵e蕗であそ今日孟忘憂さら予め′るひ

世画には．rどうしま去月鳥目トではないか」とLlう孝養蕎づ香る本、いやし

く乞この富衆はaっ　身の発すべき　ので謹める孟し　こ写ラフ豊今覇は熱学す

る賓磯の赦兆す．香と二つである4　ノたぎ奉が篭ると、葺ちこ董考生産化する

化学工寛之薫き丁親々に感、これ痩切筆意書写で三言∴モ‾ろケか。丁威撃は

嘉ち蒋磯一′トで守、いやだl」とただをこねるござト二で牽孝を轟け得るわけガ

射∴っ　巧手石工いうキリスト教淀が祈ってま、ニ竜三奉手本くり返されたで、

はて摘、／つたかt　たた神に粁ることによってのみ享宅ヂ卑られる葛かなら、そ

ういっ奇蹟か是透見ら、これはせ雫の亡不奉養か一つに貰えられ／て然’局べき

だろう〃東沌招二ノ轟さんまγ究ププ流れ」二は全くお手二十でようである。観念務

的悪畢嵐淀、引きや冤食に教務でみろこ打音　字よ∵シ了吏そのものが濱償

上之いる＿，尊するに密事の廃園安蘇学的に．驚蓬真二つきとの孝二と丼、何

より乞愛妻されるガである。

之ころで、、あのような穂家がコβ享をまたプしてく・」カ、えされたというこ

とが、単なる「がγ史の濁無」で・めったならば、これ又世帯の七不蒐魂の一つ

である。ヌ車窓ろ牽い解きJワ蓼人の侶人的藩鷹で野忙‖こよって起されたので

ないこと葛r栗によヴて賂経である。γ史における旧人の傑割宙、それ凄丁

栗的に与えられた萄繁終によっての寂可能である1世商では一顧に、療新雪

産を斑鳩家の「倭吏∴‖ニうったたる傾向がめる課、、何人的黍港その葛の喜怒

余的、7〈束約日勿勿寮　猪猪家勘二よっ老境刺されているのでめる。醸馨の礫圏

は，伯人のγ‘怒碑」に老めるべきで復く、産金的r究約な葛のに、即ち「物

－16←
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箪」に東のるのでなけ和恵’ならなし巨，二言召ここら歳入範忍と昌二γ濱を桜本め

れば、直ちに明らかである。この点を鱒に頚肇したいのぞみ為す薫∴　線挙速

力の均衡によって宵げ為、とし1ら衛諭が痍符する。ある程度∴塊象感に緩そ

られもしれない。しかレ今戎々感、裾本場に療車の漉零と軍鮮度盛者くする

ニヒを養えるべきである今　上の見解超、蒸力団のカの瀕衝を例に上げる以

外に、何の額照葛上げることが出束ないであろう〃　これは、牽琢磨啓を帝醸

す召趣めて原動的定価蚤であるク

かくて我々は社会の根本に注目せねばならない。合ここでr栗の嬢頃を考

えるニヒは出家ない。それは賭お輿的文献をじっくり、蔑めば謹鮮麗凍るニ虹

である。今岡層憩釧よ、戎守のとるべき－‘ガ濠′′　ヒlt箪夜”に薦してであを。

きてめの彪大意療襲としもら頂矢は、衆にこんとんとわたまのである。〟たん

帝璃されたが蔵複、カヒは草のほと、こしよう素ない威儀から威儀への塵叡及

応約施太であるか　‥親機のための生産、一体八潮如何をしているのか、ノつ体現

どころさない消耗或なのである。威率東学には（威孝にかこつけて各妾恐く

ハリウッド・ムービ“弓去嚢‖牛と1ノて）二の醸孝の無藩痍さを〃いた首の卒多

い∴γ突撃とは．萄蛍与と牽浦の餐化と老竃誠する宅のではなく・その兼題

に容する礫潮力たる法則をたづね屠蘇学そ射†れぼならない。　二のこんと

んとした硬家庭その竃まリ最盛にさかのぼら釦ゴヒうそし慄碇出家そう老な

い。逼拝み束還．ま画家採力紺画家森カの、嬰嘉一潅竃の閻擬から武力の行渡、

・・、二　　　　・　　　　　．・∴　・　．二．、・　一　・・　・・・・・、．、●

ブヤコップ」孝嚢夏や威武鮭召したニとそあ傍の　園境線という、さのを、古今表

象の南軍のおきて、ヒ養え・るロマンチックな威象主義者は詫し礪字に有らな

い本1泉や還とうて日賦孝の礫圏を、この単線宣「国家対蕃家」としリラ帝京

に帰して、「国家間の対立は入朝の斗孝本簸プ砿大で、不一等署である」など

、：一・一　・∴一二　　・．二　一　一●、　－i r　二、二　　　　　　　：：・・、・、・・・

とにならず、撃に自然界の生勃琴を入商社金という読み遠島症経う魂象に像

威軌こぼのこんだにすぎないからである。竃本の中層がそれそれ3人の八画

房㍉　いきしらず、その中に含まれる伺十万の循八鹿、すべて伯利敵二終通の

女物約人画である。日本か中也を掛ける老のは、“産金粛傑〝に化なら飢1。

ヌ位画には　r残額塵互は摺容れない」という、これヌ夜勤的な宛解がある。

賭し一新何梨に強硬かあるのだて　凍虜の藍ギ名簿や食功一叫一一…こんな葛の

のち赤い赤めの勉大在或日の蔵本的原因であるといろことを、一体どうして

鉦痢しようとするのか？．そればただそういラことによっての丸証明レたこ

とにしてLlるのでみる。これはとうてい“蘇穿絢ケとし㍉柔肌′lレろ葛のでは
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射1のである。勘二又、筑壌蘭の淫静によって酸挙は牽け移る。と希えてい

竃√′大塔高潔なる包ビ家家”射場。「茂凍間の理啓」こんな少官凄味的カテ

ゴリーは、およそ東頃から惑い、とるにたりない同感である。

本務は曽烈径密約諸軌条に薇し射ナれぼっかめないであろう。二刀観点に

立てば、磯挙が′－不滅の解凍〃　に礪ならないことは屠ぞ豊漁頭である♪　これ

こせ、兵に．痺学的な礫本的カテゴリーであろう。

不泥Lに日野本？ll過剰生産ノ′である。即ち生産物亦あまってLiろのでみる

から、当然、回読は何不磨由なく物賓的変遷を濱めるはすである。だが礫爽

たは生産物本あまればあまるほど、ますます夢くの園現が飢え幻、亘よし、り

終栄になるの壱ある。〃　大乗蜜共栄圏ボ不況の評決を闇討とし、これ亦同じ

次錐の僧の経済プロップと衝突して牽孝亦尭ったのであり、しみ官尊帝赤、

耳漏野栄にはたす大きな授乳を考慮了れば、、竣孝司塗のためには蔵本軌こ上

記の大矛智を介軒研究し卜解凍しなけれはならなしト二とは、売人嶺に蕃され

ていない人々には．明白自明なる眞窪で参ろうウ　ニ∫つ矛管の解決慮・、　二㌢L

から舞へ遷む二とは、旺盛なるファイト　と、　白磁なる頚〃　吏以って帝免を

以って、虞実を薇塵約に虞礪する浄写約鮎寮を以ってすれどよ、たゆ謹ぬ、ま

じめ在勉環によって可痍なのである。

以上記した考察は、やつと成人したぽかりの不勉謁の膏二宮の発酵にすぎ

なし1から、未熟で耗判さるべきことさめろうわ　だから上記のことは大した憂

孝なことではなし蟻、この文を審いてしうる裔図の液肥ではないのである0　成

人の日にち鑑み、二二に声を大にして繋萄したし＼のは以下のこと」ニすぎない。

空してこれは軒して正しい宛解だと信じて顔わない。

r孝貰一ノ字」である卯才の磯々にとって、今切賽な向憩ヒし上髭ば、厳革

間濁ピ布嚢及浩魔の何肇、としもうことになっているつたしかに食フことが生

きることの来蓬的な訂橡に経ち殊いない。しみし生命あってこそ食えるので

ある。従って遵薇、個人の笹本絶入嚢中の人材たる生存双さえ乞凍繍する繊

率憂さける二とこそ、さらにさし迫った甥実在固霜であることば、科学的な

助力象牙をする人には男妾き連理といわ和ゴならない。r醸肇など、さら過去

のことだ」って？．とんでもない。今、世の中は平静であり、葦の釘は山々

にかこまれて年番仁をある。賭し密事の家件は平静の線化の車に、いつのまに

か出来上々でいて、火花のちる醇には、2日までビ三日二　手のつけようがなく

なるのであるク魂に毯去ヒまったく同じ種類の社会約経済絶家碑、即ち不況

か存在しているではない外。宛えるべ巷蕗速ま蔓i三三ゐ盛連なあた’。鳥目日夏

塔ら狛このんベルだらリヒ送り、遍義盛な恵存義さしう去三とiよ痘去されない。
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針己のり自由であるべき魂〝　を偽って甥をっむるニヒは許されないであろう．

威孝を濱け呑ためには＿　この社食東象を線単軌こ介卸し（このためには、さ

らに深く宏く社食の蔵本轄土呂帝構造、セガ「史通産を貫く法則を尊ぶ、二と

水蜜菜されようが）その教本原因をつきとの、進んでこれをとりのせくため

の英銀えすることば、2∂努である我々こそ、たれより葛谷すべき凍一の客鬼

でなければならぬし、ヌ我々の基本的入幕でさあるのだ。た　カ射こ海生は学

生の本分をまさるべき」である。】外し薬庫このことこそカ∴こ　才一の蕃界で

はないだろラム。これこそ2β牙の番の課題である虹橋じる。

貌肇、〝自重事変言寄　こそ、連れた畠ゴム妻、三み硬命を痺ら兎痍ある痘

代でなければ灯らない。
／ヲ∫デ′／一／∫　　　－占∠定　か乙壷－

大学教育と道義
眉　　魔

素養申す壕に、大草とは鰯士を養嶽するところである。東洋桑に申せば、

義孝を香城する軒である4　イギリスで葛餅湖でg乃至恵蛸電以来の琶本で乞

そうであった。アメリカといえと威由緒めるお目大学ではそうであるに遼刃

ない。その癖には演義の劉葛という立の水蜜尊者ファクタ㌦でめると濁す蔓プ

盛家なんてお寒い官のは廃れた宮のだあら何できよし‖了やないかとしトさ八

さめるかも瑠れ教本とんだ聞凌いでめる。そんな尭先そば孝発をして義教葦

をして葛商売して葛決して威功しなし上関となれば連衣という葛の慮葡塩し

て云えば、億周に直通するからである。温泉定額裾する大富や充て濱覇を簸

裾する八儀頑も稀ざる八である。大は閣僚間の哩理、大会社の摩野木か恒ま

釘の巾商人と毅も藩周のなし1人で痙成立たない。少くど富豪緒ぢしない。

入菌である以上、渡し色毎分水鶴刺になりたいのは自然′そある。しみレそ

こには自ら確度がある〃患義葛何盗掘瘡てて頗舞う刺は〆頗刀裔利蓼の：担ぎ

濠であるク　しかしその裡ぎ垂にすらイ牢固に村する茎み、い1億桑本ある、｝　肇食

孝の梓商クラスメートに河す巻毯森すら無視するとすれば鹿ぎ慶にも祈ると

言われて乞仕方が檻い。その人の車乗東大さければ大きい賓、その人の機放

水蕩ければ窺い者、遼豪産の黎求の商い車を感電すべきである。遽愛妾重ん

ずるという蜜は衷して虚栄ではない。高い璃蔑∴大きな事業への庭皆底措誉

める。
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リ嘉塩題ぬ豪恵地霊恵慈恵ぬ戯農題甜ノ

繊　維　雑　感

相　宅　省　吾

pm　　　　　　　　　　小　　　　　　　　　　　　　　叫　　　　　十　　　十　　十十十　　　　　　　　　　　H

rあの人工衛星斉一一号か打上げられた日、それ逐ラジオニウスで画し1た審

画、私達はあっと忍をのみましたハ許しし1世紀の項零し1ゝまここに痢かれたと

いう壮烈稚、そ　て厳粛楓移いが、お護の心を蟹み豊した少　し外し新しい世

紀は人工衝宴などt花々しく年目だげでレつ宜とし地顔の上で‖守こる軒ですさ

まじい痕をあげてはじまっているのです。

工場のやで蒐翠やご篭覇の牢で孝者軒の辛で今迂秀煮られ滋しなかった磯城

や嶺窓が、遥輿がつきのぎ招き妄言しのてし仁ます．二拉迄の濱のど含、ちゲノ

七gのしリブ豆競のせ翠のまのです。全く動の世帯づこか地夜の上に作られよ

新しい世界狛言上きるという二とは新しい魯亦鷹苦るという孝です。たと

・　．・J　　　　　一・　　　　　　　．－　　　　　●二　　．一　　　　　・

れ∃吐ん・フ　しか／ノその摺仏が来県登ろうヒ」ノてし1ろのです〃

窓盈ホ∵二れ迄竜て束たヱ動産慮外木綿外絹プゝ家宅でした。痩親こそち本っ

‥一　　・・・・　一・・・い・　　　　　　・・　、　　　●、、　・さ　●　、一・　・・．こ

こある車に痔賓リなかったのノこす′，私達は天然の純な為さ刀に深い笹番頭弟

：　　・　　　　・．　　　　　　　　　、　．　．．二　・一・・　　　●

毛‖すれば怠らないとき赤凍ていろようです。これを煮えさせ鳩めたのはあり

ナイロン〝でした。こんビイテトロンクを葛てみてこれ射いよいよはっき

リしてきたように懲います。あの夷し外った絶締ぞ癖毛にできしくさような、

らを云う巧妹近づいています夕　霧渡の姦し水底河で大きく吏ろラビしていま

す」

以上ガ「テトロンを看てみて」　藩の手酷・¢7号′　∫ゴ萄／ヲ∫㌻峯（膀碑

か琶巨環の丈尊である。一乗天象の句から萌き上った疫のみすみすしい秦直な

感慨老衰んそ、止の壷に従孝する我々の要らなさ之痛感すると共に、清人の

みに辞された比の訝しい世寵の礪寮への参朋を祝福すると夷に在野の蜜大き

に凍薄を新にする老のであります。

比の新しし1世界がどのよ封こして向外れて来たのであろうかて　異輿に緩

・．一一イ■1一一
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悪のすべての産紫と同じく売人の若三とに満ちた肇力水蔑み蟄狂ってい者ので

あります。今温幾度か蓋われているよ三日二、線経産業宜幾度かの宮命之経て

煮た。まくは蘇・演の藤代より．費に額▼　挙毛の緒棺に．更に化繊水布わっ

て八向の萩生議老徐々に夢劾芝邪見で来た♂　しみしこの天賦甥に塞礎をおい

た比の亀賽は箕】つ生産凄又は製品の読衝に′定の限界本あり、簸職の入魂の

車掌に煎ずる宰蕊でき惹くなって来た。鹿の碑人岡は繊疫の出家る秘密三郷

、　　　．　　　、・　　　　＿：二、・・、・、、　　　　　　　　、　・　．．　■．－

〆。比の画車れた割線はドイ　ツ・アメリカこか蟄みな工寮に考てられて　嘉■露

ナう　ロン乞して商乾して行った。ナイ　ロンの躍進、綿糸の滞蒸ヒ人々は只皮

禰右目老君を∴してしじら求・之は親密を案じいう　の虔寅の重度を農業よ　先金

に工駕に移った車を患壊し、宅の詔轡ははかり知れないもの水あるJ之逐轟

の蔓命ヒ玉串ブして碍之蔓草と云え名で、あろうか？

比の向かれた鼻より許い－i可能塵が癖々生れて来た。ビニロンー　テトロン

オ㌦ロン寒々、織らない感幼、季のか凍らない衣、慮らないこ仁一プ等々、更

に金希の弁野に、木の分野こ、土の分野三二璽渚の爾く進出しているの　そして

底の十乾都の観月の温い凍寒の下に幼年期を終えたこれ等の線経は今ヤ希掌

に満ちにノ少峯窮を迎えようとしている。

今、合成感経方ペリガ二ア一・ナイロンの生虜つ瓢を確遮ってみよう。即

ちえが乗れ姓名ぞ遜ちに項数苺牙城フルフアシヨン都下にヒつて象った。更

！ニウ〟リ瑚工により全教下媒之に変り、凍γL棄てた葛額の得の労苦之一婦し

た孝は冤博に訝しいことであろう。爽こ吸湿痛工∴爵針和工〟成功亡より　止

茎を班／γて合漁鴎の分野に造出　凝めた¢之が産業界には升つてこの威容を

湊った天下の魂幾夜棄生産は夢でナイロンを羽工する車に宜リ逢引二乗嶺を

保ち、あるいは、惑民の血乾によってかろうじて消波をまぬがれている粟籍

である－、

底の威定寧鮭が濁音他の繊襲会社に戒及しなし1手勢ろう九r　今や空の原料

を親豪、牧畜衆、汰贅より凍給を受ける各紡療会社、毛親会社、化繊金勘よ

観絵会社か異教の複をたどら意い為に社温色碩して、そ刀産後と化学工衆に

範壊し、地の盈紫尊命に生き延びようと必死の努力を費ねている。

藤代に遮煎出煮る能力のめる滋の底覚え、療銘なまのは滅んでいくと云々

はげい1生存親等の嵐本今で威鮭金森をゆりうごかし一フつめるハ　沈クリ覿塵滞

日のE‖こおさまるぞあろうね7　㌢レて磯女の牽強はどの嫁に変′つて行くで

あろう亘㌦∴え遥楽しい窒肇の世界である〃

例えば濁点繊雉のオ王であるという－尊大な老婆の迷信，は、はっこ一一つたる

一一；tl



少や渡の足下より凝れ去って行き、尊い、肇の食った童画製のオーバー尽、

斜囁領旅の日該と肇命を喪にし、明日萱になら賓客の屑には、亨のかからな

いセ一夕州亦輝き、宙く人のぼろぼろになった木綿の揮棄衣の掘りに、商に

素、兼高にもまけない布ができしく．度盛に婆のねらだ夏横顔する孝でめろ

う。

空の頑な磯にはアズリカ南部の県人は解狭まれ、貰野をさまよう奉伺ギ、

厳寒の砕地で扱く夜来は町に輝づて丈鯛の愚息楽しむ車が出来るそあろう。

夷の上皇ヒし生ける葛の碗射ゴ番は自分のしとねで賓んじて〝蕗の夜鯉を楽

しみ、孝啓には“い射ゴ〝の白兎の嘆なく、山には文字通り啓蟄の檻の緑に

腐れて、すべてその生針を楽しむユートピアを離して賭ぢたし1．

其‥鳴∴・現　象
濱　村傑　次

戴会社の譲最をしているうちの先輩ぶ、何かの考の中で、「上役からこの

商の画濱はどうなったみねと伺われるまもいしトつけしわれたことに選挙を吐ダ

に狭つておくという二とは鰭体にいけませんなめ、ノ則弓こ空れが出家ていて老

境の灯廟は半減するむ、虫克ていなし1時虐一ペんに．炉こいっはだめだ』とな

ってしまう」と云ウニと空し1って又「上役から互生皇軍旦をや堅蔓絵筆且属

ヒ生ゑ乳に準星旦＿盈β卒畢旦曳些旦プツ三ヨ這」」邑奉＿隻吐旦曳嵐盈且山笠恩

ヒ生＿勲⊆製産旦象虹jk雲上攣旦蜃鼻を風上L出ムヒ養う車線の率を
つけたしたのであるが、この車は一寸璃くと、えらく上夜にへつらってしいる

みたいであるがそうでなくて仕孝に三好する一つの心構えの何層なのである。

私は、さすが革労しただけはあると閻いたのでみるが、何教これをここへ

韓七出した九というと、こういう／e壊えは学生藤代から身につけておかぬと

いざという碑に出て未ぬし、又、規程孝枝でとてgとてもこらいう典合には

行われていないからである。

正孝のニヒでrこらしてノあたらと、ぅみね」とし1ってもやってみたのやら、

東泉たのやら出家ねのやらこっちボ審谷たずねるまで一週間でも十日でゼ日野

の音沙汰がない磯合が多目のではないだろうカ㍉

これ官学液だから宛逃される腸合さあるが社会で出超封許される篭の鳥の

12－
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でない。これは仕事への本嚢的なきじ鶴見の同感であるからである。

人和宣何で老行き過ぎをやらかす、叡ほぼ全体主義と表ラビ何人の欄値な

どは琴に専しく希えぬと免がすまぬし、民主主義ヒ蓋うと確端に個人の敦に

人づてしまいたが竃。之二まで葛人蘭は厄介極まる葛のである。ざまんとの社

会の啓は私共の尭えで妓丁度化学の央鳴現象のよさに全体宕義与→民主主義

と考えるべきで寒賂しているのである♂

二二・千・・二手二・、‥’・・．こ●、－　●←　二二一　　．、

∈∋そ仙→∈∋であるのと同桜である〃患ての恩矧の対立寅の他大生

方磯の孝がこの寛で解決される。

ところで萄そると、すが、感後立身出世王義をけなすようになった。これ癌

大磯銀で轄壊定額ヒ潜っていると払ち行き過ぎをやらみして老い入鹿のやに

は、月額凍って英人を尊にする車そ能率終れリヒ舞えてい名人が可なりある

やに剋われ為。磯めからこのようでは響み鼠リ立身出世の出凍ない尊姜よ朗ら

かであるし、！孟んとは礪求綻棒すら閑毅で没落あるのみで、組合のかそねろ

うじて嘩客まで喰いつなげれば上客でめる。礫鰯な出せ主義が就画されて葛

入商の基本約定焼く孝への肥親えまで巻き添えを鳴ってはしょらカ（ないす　ご

の偲購えと出世という率直一つなのでめる。共鳴しているのである。

尭さの尭撃の義よ深い味があるから、おう椚夜痍んで珍味されたい8　これ

は上役へのおべつみでも、立舜出世主義で滋ないク仕事への虜熱の表われで

．ト巷．．

挽竹．色J：
鈴木壌太

妄りにし五月の日の光　　怠れ酸く写

本鶴　の吹きすさ、鍔まま

郡家塞地の　白きベンチに

かさこそと　　洛喪の察し＝ぬ

衝は今牒　クリスマスイブ＼

‾‾1、∴’

タブ．ノ2ノ　ブ¢

…▼＿＿川棚．．＿‥＿．＿．→＿＿＿．…



紺軒における合成粛姫産業、

凍　　蒐　日数

恐らく、願んどの日永の学友の奮痕が罷免の鞘舞につ＝てて締っておあれる期

親王し1うものは朝鮮が二分されていることt　日韓合致．峯ライ　ン＿　尊者挽づ二

統領　金日成首隠　そむて数年轄打〉額鮮乾季などに飼する、それもごぐ一都

で疫ないでしょうか。今竃翫題に珪〔てlうう朝鮮人の碍蕃句題の二王を知っ

ている方もそら多くはないと薄いま了。ましてや造iミ科琴に釦）て産れ致と

っている朝鮮で）息現数経などについてよ可シ衛を呵ぢLlここごレよら。新間

に敵ったことも左目J耳目ざ露選に上っミニともこいつで℃しろ当照でありま了。

ち太における気遣的な合成銀縁二条星二㌔でろ亡賛辞nそ㌃‖よまだまだこれ

からと土日った英ですが∴　まあ一旦▼責を環、て下されば幸いですり

完乗、覇終には矢祭観穫彦担うこ韓】尊皇二′ノ宝く，平でも綿花は洗史的に下風

してパました。鶴エリ虻竃徳で藁そこと弓句わらナ　塞ぎ巨精が－敏に斤　ト＿ノいゾ

たヴ）奴この影響かも知れ三とt。／チ¢言草、藁軽水解放されたと空、比鮮

即位朝鮮民主左党人民英和藍で法観経フ1不定．っまj」衣碓勺不定愛東絹する

こ幻よたきな課題の＿一つでした。韓が、ヌ定的こて足していたことから、範で

終に相当し壕贋で布か象潟の濠馨電ビニロンし朝鮮で悪どナロン∵呼ばれて

いる11二、百がつけられ藍の恵当然ご才。有料乃カーバづ　卜は凄馨に存在して

います上．スその他の合成感纏については未だ最荷造に原料が不足∪ていま

したか亘工・そ辛目こしても前塗には多くの磯煮が模たわって」）ました。禿未払

準工業計る畠のがなかったし、これから工等弘するには人ノ餅、妓街が：下足し

て＝そ㌧・それJこも賭してあらゆる簸料から中和顔料にし1たる選すべて自弁の

尊で、作らねぼ、なみ覆り畑lみのが当麻の異状だ、ったのです盃　而乙霧んで乃こ

とが：菰経敦刀ここてパラありました。黙しビニロンのエ常化は餐現されぬば果

仁ノ言い大き怠課選で←　そ頼こは人民のく衣＞の向選の解凍が託されていたの

です。二刀ビニロンの工業化にお目こ車疋乞患って窟確され、叉親任あその

車力を蜜ねわれて‖る人は題．盈塵Ylうう八で、御許剤の石もあると酎1ます媒・

滞日二上る櫓に息、京都大浮の教範ご〝金成一考〟　の発明に溌しての軽田－

らし、了莞宣・ハ牢菅珂養毛で、あった竃です。葦鬼女を中心に刻々とそのエ牒北ハ功
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軍刀が積み蛮ねら粧てLlだその路、そして化鶉寮の人民婆が應宜し鮫重合濃の

嘲■∃の牽篠を築くために終えなき努力を顧み委ねて＝たま三にそれ唐、欒鮮

乾等が勃発したので洗　何と不牽鑑二王かノ　朝鮮の人家戊薮尊を額こしたご

しよろか？　ましてや司昔風兼で、ある兄環濠と戟ら二王を欽した空しようか

？　亀虫の建設のためには豪重殺多くの磨膏が菟んでいきました。寛子糸巻

こそ侠われ公介ったけれど邑各後の泣付兵器によって、比弊順トパ夢はかって

の菟亀と化してしまいました。しかし一方ビニロンは乳癌てら机はしま世心

でした。若い1厳蝿に£滞範研免が続けられましたっ　ビニロンのエ寮虻だ万

ではありきせん。その他人民の虫藩そ受かにするためのあ読める新党ほ乳屠

そられそぼ＝きせんでした。教濁りを汗千草と番魚を含んだj級孝もノ／チご㌻ヲ

卑ク月ユ7日っし‖ニ疎薮が成立しました。戟孝ヒよって尾大な親藩を豪った

経済を像博す急に畑二／チタ友～∫£猛に蔓る総督／人、私産常夜攫g寿早計感

状人民突風国政覇により発寒ミヤしました。これ惑経済を帯革¶基経に菟泊す

るこそを白魔としたものさした。ビニロン◆あ着々で選畢ら右ま、した。ごて卑

：一一∴、・　■・‥　‥　－　　●　∴、こ、　＿　　二　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　・・

伏低まりました㌔　これ恵二葉蚕室二おいては凌工寮乃壌牽紀菟賓、乙Yまに重工

常を粂淫に発展させよらと．1ちらので圭　この計黍に塞いてビニロン芦亡君

化は多くの窮産を含みっつ、その貴殿へ芦葬女王経乾　て妄　ます。／〔豆／

琴、即ち第7次ぎ乃早計萄ハ終る年芦′二法ビニロンn工業工はた成され，年産

㌦巧トンに室する超す、そし」㌔　しかし詐環、発布或鉄琴良二の訝薯を∠茸辛

痩轄〕て寛成せることを栗東しまレ‾監　そ仁て類い等サ二は墓誌芹する二七二年冤

突とし1う爽薇を上げていますJ　桔崩どこuン7う工準1侶ま今年や漁に杖尭産三

れ、琶贋の革質′牒トンの裂竃を生み出すことに完る量でです。いて二言47㌢

ことを私状いってハるらちに吏らその日礫は寒露、さかて　いるかも撞才1′ま空木¢

その縛の他偉観経にあいて癌ベンべノレグ、ビスコ′ス、穴∵、要点∴鐸揉ご

蕗年産二百五了一八二かノ＼チ　ソ搾られています畑　厚東バ小芋として、アシ，

：　一一一一■・・二．・∵・、

・∴・二　き・－置、＿・∴　　　、．∴・：＿∴　一・

以上が蝿期輿ヒ釦さる金成繊経の′大鰐的展望ですが、私がここ㍗牽識い三

Llのは、それ法朝鮮における巌経玖外の分野につし1て邑言える二とご∵卜隼

その生富力虐蓮のテン．本県速1ことです。燕1ノど贋膏＼（ち云馨し】こノミ。荷電筈‾芦二号

不定、戦争など、の大きな厚意を乗りこえてあらゆる慶寒ノ六二二数年1良二守

新二発寒して乗たし王1ろ率爽ごす。殊に、蜜甘　石衣つつ笠置宴ナス針等一7、守巧に

－i5－



創れば8本のそれを追越すよそに発展してま〕ます。このよちな発展に擬して

践社食主務睦膚堵亀の吻傾面、綬帝面などの大きな務純毛ありますぶ、その

発展星野鮭にした最大の要田はやはり自分護の狙国の寒流亡孝遍を腐ら朝鮮

人民の昼夜を関わぬ電力である乞信じてLlま丸　私怨どこらして、日永に落塞

いているの恵と、ぅも恥ずかしいように整われます。〆刻三軍く狙藍に周りた

11気荷で㌦林ですが、、やはり向らに滞って及よっに法もつともっとこちらご

勉強を委ねてからで葛いと免が潜みません。草に置畠から底魚日額紫人草蛙

のた動二賓首金を整ってきこいて．私産の勉淳を横紙してくれております。

（玖下次号へ）

j畝谷川

吉　田 恕　一一一一一一品一一一】一一一一
プてこ

竿悪日圧巨打つ涼夏亘引責第二Jn高峰こ、ある剣山に発する潅売上現金、コにて

吉野川にそそぎこんで11るて

ニケ）寒波L＼、まさに昌泰の奥把と£いろべき谷にそって町々に部落が黍急

宗上と拾、平王か，或はこ急などとし一々名商からまわからよ引ニこれらの部

笠は八竃琴の妾に源氏に追われた平家のr諒解慶長の把を求めて摩り東たっ

た笥人前等零、乞言われておる¢　そ　こ徽わはすいβん長い刺にわたって夕上帯

－　　．一二　●、　－．●．－　　●－　∴　・＼　●　．一　　一．・　‾．

／し1行ったそらである。そして多さ疫綺乃風習老来わでに生還して日るとい

われて∴1る。

観客汗‖二つし1て静観した本に、去ると「その榎原は今あって温釘締付の練武

・。・－　、∴：・・・●　‥　　一　二　■　、　．・、・・

であるこ∵乙超牒侶蕪で、あるが、古来ここには（米審蛙）．し盛り釆）恵と、とし巧

のがあって∴　柄麿に衆を入れて米の音を郵かせて病人を安′にごせこ忍おすら

こわば倉庵私産竃の断面をあrうわして11る。又線番につ＝て恵、女は粂んど

貞盛に鰐癒し薩摩して吊る∠、なかに1よ十付属白かの経て絡Y H竜一釘さえ＝六㌔

それで寒風のこて七二なって上目㌔」、乙馨いてある色　もっとも覿後は次席にそん

な賓娯変化して行ってはいるが、それで古畑よ何か世蘭蘇れのしたことがあ

るに畳い悪日。ころ恕って我々三人は剣山へ整った灸に狙谷山の最上流攫款

である見越嫁から会長約八十ロネス〝ト机二艮京この谷を下り磯めたのであ
＝鋏カこし
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る。昨年のノ＼Rのここてチあった。

爽際、この層谷他方につ＝て掛礫の親し日夜人渡から畠絡々興底ある請言

聞かされて」】た。ある攻入は「二、三琴前に数人の－べ㌦ティで谷を下って」1

た簡なんだが．夜、月があまりに　桑　かつ転ので履老境て数人でぶちノjこら

U町歩して日伝んだ¢　角に慣わされてLl憩㌦1山肌堺廣寓意魔物のように帝劇

に轟くそびえてあり．ノ方角の光を受けて日だ僕わの画虻通牒るく濁いて11

るような威じでね、そのコントラスト妹とて畠すぼらしく、きし氷の紫番は

いうものがいるとするならば、蓼ノ分こらいろ窮に現われる刀だろうと本名に

そろ番ったね。ところでその数人のやに′人声のよりのがいて、親子にのっ

てつり億の上で削こ商って威喝老強カたんだ。するピ谷の武の流れのすぐそ

ば牒白し　ろのかぐこちらへ由って乗るじ＼や度目か、ハテヒ畏ってよく竃をこら

・　　　・　＼　、　一　・・・　　ヽ　　一・　　　　　l　・・　　　　．　　－

し＝楽人甘んだ．寮い磯を長く後へたらしてじっと薮に裾き入っている′㌦産

せ、。きっ亡被せ妓平家乃雲量の血を墾けた現代の平家東大に凄呈1慈圧　ころ

貰ったね。歌っていた葛乙そケLに窮かっいてますます声をはり上げてらたら

し、泰塾i二義になりそろな威げだったよ　後厳とマスコミに菟配される二十

世紀の世のやYiまでさしても冬えなかったね」ヒ廉に言ったし、え灘が万人

は肢の親父さんとやっぱりこの困温ま施行したときに「ノト孝夜の分教場へ痛

めてくれと言って療三日二行くと、惰底の免生が、こんな尊顔　んかにま賀意二

王は標目。民家へ行きなさLl亡言って風貌へ産れて戸′つって（、仁てね、そ刀上．

諒をして＝ると腎か亡不竃由をし．ヌ寂れてお目ででしょらヒLlうわけで、

準等二晩の女生徒を三人ばかり澱塗してくれて涜笹から飯ダ芋′う＼ふ、お老けに

風雪までわざわざたし1てくれるし、い菟リっくせリ珪んだ1岸＼く＼乙罵り㍉また

だじ、ィフ亡生って＝三溝すればよサった。」とtlかに村人が窺班で、疋弁巧吏て

殺してくれたかを得憲そろに諮った古刀であるむ　この他にもこのような誓烏

度々聞かされたものである。これらの蒔絵相当割書目ノて聞かなければ宝島な

しはらは亀もしたレ　え、全部泰当の志方電気もしてLi、たら　球、ごち芝つにし

ても僕一の狙各項に対するあこがれを裁くしたのて㍉あった。

朝早くから昼榎までこの谷一面に降りそそtlで上目三窮己、＝っの真二か止

薮、魚から載ってLlたナイロンの大空農務もどり由ずしてリェ、ソカつパごダッ

トにねじこんでしまった。谷状礁し1ので上を小リあおいでも空か細長も買え

るだけである。その紺長い蚤を繚切ってすごノ速さで賓が萄＝て∴1たが、や

一状てその一角から日の光堺もれ塞め、塩蔵まで艶伝いまじめた。

－17－



薮竃叉岬トルの大敵蜜を至るところに審っこの谷は杏よそ今まで僕の愚っ

ていた忽七日う廠食を吹きしばしそうなスケがんの大きなるのごあった。j藍

は動に隠広く、立次ではあるが、所によってはまさし　谷底かわ／ぎ♂文一ト

んのところに水車やコンクリート老戎って吐リ出したところもあって、そん

怠即から下から乳ようも刀私ら、今にも竣いうニま托そら鑑気配を威じてあわ

てて首鼠ひっ二ゆるだけである。

我々はそのよう意慶喜何も蓋わずに蘇々ピ番目て」1位．もら三クキロばか

り歩いたで、あろうわ＼そろそろ疲れを疲じはじめていた。．4≠パリも二人とも

終って後からっいてくる。膚江見痺広筍に雨上りの砿範悪寒に毘帝ち本ご覧中

ったや　だ咲廉は雷の動こ喋々ヒ患われてくるすぼあい　寮色竃疋ゆくまで森

、・＿　・、、’ニ　　ー‥　ゝ・日∴さ・．」・・こ、一・　・．●．．∴　　　●　　　－．‾．

・　一　一　　　　　：■　ヾ　●．　　－∵－　い　日．－：　一　一・　　　・

ここは山奥である。亀鑑上峰かわ二時蘭ばかりのところごはガマやヘビにが　終

お盲目こ丼かったし．ある蹄は軋るだけでぼく、太の奴と聞違えて草々と整立

願断　て横たわっているへど宣浄んであわてた等もある，又、仏の轟富番目

て馨しそし、る弟だと言う僧侶に会ってお茶を衝動泉に惑ったカ＼わUに蔵刀懲

高ま温一叫席珂介されるした。で、乙求める平家刀子′後らしいりばっ＝ぞぞおヨに

ら＼伊豆はかっだ。蒔′マ忍食らこ乃谷の症人のどこかに、姦しノ㌣平家の妾碩牒

葡鞍贈蕃山よ　なし　かと顔をJ、っとゑっめたりもした状、一向に祭日肇を億

、凝　たらしに家人も現われ任ぼ、白日老頻を老巨人にも会わなかったっ

「－キ／工　あれを究てみ」

束結べず大きな芦で毅から僕に浮び弁才ユタ　妄ると環の稽さすか霞目コか種

グ芽、が㍉一一・太象えてLl監　その格は連から少し忘、けちノてったところか観聾に櫓

を下ろし、斜に上へ覇ってのびてLlる。そしてそ乃先は横に少しぼか㌧仁曲っ

てr露人べ生れるような真金に登って日吉。そ、乙それだけである。他にその

紀壕には木本一本も希いから自立っにはらがしい勘1求、何だってわざわざ声

宣畑ナこのだろうぅ　そら思って

「あの亀が乙’うり＼したのか」

亡針目返すと、

r筋目こごろいろ勘よ葛と状、鳶あれに登って．あの泉の所で生っておられ

るか」

ヒ吉ニつた＼ら

「ア木だここ言う息」

、二一日ノー、こ　ノ甘言　　′　し

－1さ一一
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「もつ叉もあの免r）塀に泰利に人老若はノフける打かが不．出　盛惑建都だけどね」

ヒ遽尊しておいた。

礫は内疋少々シヤクにさわった．，せっかく平家の落人に囁して色々費えて

Ll色のにその考えを中断されたか藻で教皇。でも轟く考えて軋れば、そ邑そ

る二十世範の世の中に、L‖十かげ’ん電葦にっられて＿ノ＼毛葱鮪の幻影蔓求めて

例え山奥とは言え、歩いて■1る健包容に晩愛立てた方々でよこ1のどやなし、iだ′う

らか。八竃卑覇に環礁状いたからといって．蚕、触こて重んで昌も現代の佳人ご

まで平家の公達．や、鼓し盲は白施与の蔵敷を毒す寒色漆がナンでンス乙いうも

のであろうも　乞ん電車鼠奪えているより花の東了つ博伊異さに威きだしたl上　遮

蔽の亀さに蘭と1てLlる月の方餌ぼる別こ現代的で、かつ、蕪飛ヒンス爪薦主た

る文化人ヒ差見るで葬ろう♂　さしずめ鍵のよ石窟の竃タワグし害う乃怒ろう

亡罷ったリした。

しかレそらは罷って見てあたしかにこの亀谷吊は現代の恩愛臆で割り群れ

ない灯繊かがあるよらに叡じるのめ史事実である。部落とLl与も．コニヾ客句に

画した落し1山の急斜面こ今に£落ちそらに鹿じ、で藍藻エっていたり、二二ちら

の葬と向ら牽雀結成っリ燭の棟単に縫砲門「ゲつら」が乳稽きれこ」と上

丸義和こ妓べたよう電家の簡強致Eのあたりに鴇色だけで．や点リ二二度誓

祝の土腰だと威じるのである乙　それで凍瘡毎分包容に空に㌧き雪檻′√ト三㌔′ご吊

ンゲ弓弊いて∴1霊‖んだ　そ　′tに貰　いト　宥蔓く、霊パ′71で石うそ，∴く彗そこ∵∵－

すぼ、らしいこせボあるに産いな　∴　L毒し環かセて」たが　こして、ノ＋弓モ

羊蹄子丈六の「てんやわんや」に牽かれたよう霊草が二つ賛・7誓書孝二篭／二王

、、‥、●、ヽ　－　‥　　　　●ヽ　・、一・　　　　　…　　　　－　●　　　・　　　　　、●

のであるウ

ノ、＿、三　■：．・一書　二・三　　　‾　　一・．．・：・・‥，　　　一　　　　　・

く戎々の頭上に降りかかって束て言‖㌔

‥　．、、∴　、ご　　　　　　　　　　　　　　い　　・　　　　　　　　　　　　　　　　・

ことにした。乗人山象倉はあるが、患ったよりさっぱり　て乳紫電かよ亘

入口の戸や海老照射まなして風通しをよく∪てから三人鷲あ寅リ高く痩なし1

－・．　　、・、．ヾ・・　　　・　　　　　　　　　　、．　　・・・

乳えて凝乙なく芳し1かきをかき申じ、めモボ＼寮は不定轟に乾く恵定一ナつを、

僕の額になって′し沌ところから入口萱逢して谷間の薦色が敦　見えそ　そ

してすぐ透くに直ご葛つり橋牢かサって！1るJ）もその凝色を息か霊か東雲も

寛きてlる。媛恵その紫色を亀ながら亀登の堅澤を続けてと1ったり　や甘こく

の軽像は段々と具体的になって得票絃じわた。

－‡9－



この．森のどこかにきっと平家英人超し　るに墓いな　上　今にも硬女給その零

し日登を平壌の公達の後裔ビともに現わすかもしれな鳥　目で）至りとっリ膚

を渡って〆人でや〔てくるだろう。そして僕に「よらこそ」と挨拶まするだ

ろう。ある日は伺廿二も言わずに口許に紋実膏浮べて尊にもった虜でまねくか

もしれ雷し〕ク　し十デれに吐よ僕肇三人は綴質に終わねばならない。そしてつり

席を潜って串いう岸へ行き、拙い勾範の愚意小感をゆっくリヒ象ってあの家々

の／つにJ＼篭日ごろうっ　その家の内部は沢山の度会につけられた明りに照らさ

れ、そこに虔償ら盲迎えに禿た八と同じ、ように票目撃を葺く鮫へたらし、白

日葛物を着た句碑等のような八湊が六番目るに遅日悪日。都塵の家具は＝つ

か東都乃武蔵祭の常山に澗審‖㍉盲庚言上乳た言上う召悠∴Pか宣しわ左目L　そして

句も悪　事　か伝承谷贈方に伝えられて泉だ神代おどリガ索よるに産いなし）。

礫は隠尺おごりな急ものをまだ翼たことも恵かったし、どんなよのか細る洩

乙なかったが、多卦そのようなときに女婆によって濁られ急儀鹿茸ものに畳

いない亡と1う鼠がする。そ」ノ乙その後では欄…－僕の生類は止まるところを庵］

ら蔦かったが、やゾドて」1つの閥にやら潔し1呪リに落ちていたむ

ノj＼ヒ即汗こらすら寒Llるの委威じて召老優ましたとき、谷覇にはすごにタ客

の紫色がしのびよっていだ。対岸p山の山頂耐淀だけ東夕傷左轟けて摩色に

津ヤいていたむ　まだ少しぽんやリヒした乾介のまま私産の色魔を澄い出して

巧守1気なレに透くの直三貴っリ橘に良をやった亡きそあるや　罷わずノ＼、ンこし

て車水かき∪ようの盈或じた。僕の確像して汗だよろ葛白い義初巻竜七女明

大がこちらへ句ってっリ債を渡ってくるではなし）が¢　健は入口から半額のリ

・・　・　　　　　：．二‾・・・・’・　　・．　　　∴．　・、′∴　　　　・

ザこちらへ道づ、いてくるA　だボ畷丈戒橘を渡りおえた埼卦には、廉乃靡衛は

焦嶺に£大き患失望に凌じてし1た。その白い着物は葛になると若い攻なら護

で己慮ているワ∵／ピース・のよらなものであったレ　微衷の涙に出鼻目顔の薇

ト‖二シヨ〆卜カットされた寛吠嵐に吹かれて日だが）である。その度し王女は

ノ　農産の＼ロにいる僕を爵めてちよしつと不審そらな顔をしたが、すぐに綿を漁

りすぎて行ってしまった。戻しそう慧邑ボ印象的ではあった・すぐ向ろで藷

－Lが安産に食ったらしく　古畳でいやへ再び入りニんだ僕の耳に関る＝毒し声が

埼えて兼た。どらやら最証　阿歌池亀で乳だ政義のことを宅　て乙るあ　が

ったり　「オィ、吉ろ起逐ろよ．まだ凰てし沌二八に声をかすて姦し．再び或

・－　●・・　　　●　＿、ヽ、●

努黙、谷の上空を科に頗玩つてジ、エソト磯、グ、金属′姓の青を立ててとび過ぎ

て行ったぅ

－20－
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の乗

り腐

るだ

くか

つり

家々

j三、二

白

日つ

〕て

．U tjT

る由

に象

を塊］

タ暮

色に

して

とし

を欄

の日

歩一

時は

ら誼

の夜

軒店

を過

ご一・；

声が

わか

・・円・・

∴一二　　　　　「二　　　三；　二・∴・一一

啓娃生涛威後僅かになった匪今、色々と綬省すヾ空こと浸炭山ある軋　こ

れから私の読者について嚢吊て見よちと尽ら。元束私法ラジオや無線に喫味

を椅〔ていたのご大塔にへる東は，本を窺って痍℃堤でこいらこては籍んで

患かっだ。そのため、額介定番った類親しが頼ってし＝2日、　か　それでは

史、うま具合がい痛いのご、京都／＼凍てからはごきるだけ深山の本玄或省ことに

車合した。澱さえあれば本産亀まわり二つこフ・乙貰い1集頻だ8　本を或ものに

打乙自分で貰わなくこあ摩りて痍むとtl／う予がある永、露はどらも本庄腐り

・・‥、．　一　　、、　一・．．：　ご　　　●　　・t　、・　　！　　・・

色目各を護かガ終って∴1る終すごは、それを借りることよ上．画じきの妾本

屋で末弟る有であったb YL）っても世紬こあり勝ち茸患阻寮で法灯軋　一箱

象った水は横雲っ乙弓で罵ったのこ、浸炊ぐ毒し　は筑んである。そんな畠の

がいっの覇に痺リ蔵って醇日叡宜しだところでは、ここ旧軍稽‖こうまが㍉醇に

・・一　・　　　　∴三・　　　一・・・・・　、　　　、・　一・一・

、．、：．　そ．・．・．・．・：い　＿　■　一　　．．　＿．－　　　　．　く　　一・．

き薮ヾたりしてあるレ　■㌢摂河から料理の本義あるのぞあるか＼ら、本当に環

・・●：●1．．　ミ　＿：“・、．●・・・∴：　　　　　　二‥　　．．・、

して少くぼないと港う。和よ祭った本はその審店、著者、発行年局員、出版

敏、侮格．老ノ㌦トに記入することにこして∴1る。．だ乃ヽらチもとにな守凍て亘

その竃鏡をみれば、すぐわかるよらにはってし1る。これ亮巨脚費．椚凝準である

軋　姦すろところも強くなし）。机えぼそれをパラパラとめくって量ればそれ

だけで、萬年東の読者傾向がわかるレ　毎分の物の考え方の変化などを葡濠

に戴ることができるか　貰った本により考え方の教化がわ甘るとし巨フ嵐に書、こ

せ、まるでそれらの泰乃内容通りに伺化されていったように訳解されるか為

しれ抜目状、壱右目ま正反対ぞある。大飯喫味萱頼った事柄東あったり、慢釣

るこ乞嫌あった務合、本を象って礪べたり、慰められたりする針ま、窒朴ご

同じ、らいのレべノしの秦によってである。ここで少上私の本につし1て乃香

え万をのでて象ることにする。薯から貴く蓋われて日そこYごあそか、葦山気

－21－



深して廟Gの橙にはならない。漆の痢桐は畠介のレべノしま瑠そこヒだけであ

る。諸hぼ、単なる吻指しでしろ、な圧　審魂は黍によって人湖の薦えている

二王1日衰えるのである水．八倒∩考えい’1うまr乃度、轄軋　生命、その他ど

らいち玖気の世界のろの畑よ和らな日野．とにかく塊茎に夜毎なるのである

ことは確．外だ。だからそれを頗あれた単語で畠って蜜き歳hそらヒするので

あるガ＼う，ま二王に酷艶互詰レで、本によって十斜こ考え皇軍えるセいろ二

一　・一、・’、　二三　一し　∴　　・′．HJ．●J　　　ご三、．・－．二　二1●一・三・・・・こ．　・、

：　　　　一・一　二　　　　・　　‥　一一∵●：●・　．．宴、■　■・●．　　．■．　一　・、

か禿わびは　私の憶えでは杏は丁度白敦家′nブト㌦夕叫のよろ留も∫刀である．

スヒー岬ドアーツア′に針鼠摩徴には且だな日が、自家怪にはスーターは不可欠で・

鉦訣　別刀言目方をすれば、窮密封う＼どう′ミ：／去り三Llqものである。ビタミ

ン、粛がら　ぼサリで、再版が戒って病魚になってしきちだろ竜が1それ亡も刀

ガと】食物も涙含が慈日、茶たりまぇの尊であるが、緻そノj、（らしエネルギー

源となる鱗と、それをたりしこ食べこせ、溝確するビタミンと嗣線審王が調

剤爪しわに沫梅軒誓桑しけJ　こ牒ビタミンや萄承観やメ㌦タ一に相当するわ

が志であり一也に勃葦圧日日1与チ）乙畏友　だカ、毎本だ本だとし1って本にばか

りかし、リっilていたのでば．鮮卑濱に甘なれるわ＼もレれ窟＝村．硫賓央濁れ

りヾリサ、リそしか電工工　むしろ．残飯三鳴って払〟と肥えてし3る歓の方が尊慮

の原理にた＼蔓って汗乞∴阻亀本を蔵んで毛それだけでは、噴くはならす＝亡

も1薫のが結轟である。読℃ヒ希えるとり讃知のといた哉蜜こそ宴刀耗馨で祈

り，奉媒ノCr刀麿となる絶鵬′乃俸会こ、ある。以上のよちなことは晋、b牽くの

J、吋に、上って蓋われてきた二丈で㌧わ壬。一三七日ノニ私£皐は仝1そのよらに考

えて」1る。モ損な汚ぼ奥際鶉審するにあたり、で男よちな態度萱とればよ＝

ガ＝乙し湾二∵乙に写る乳　私n脅えでは、まず義五二℃であると思うや　ひたす

ら打駐乙道東は蓋った軋　乙＼たすら読者で方ると吉日だLL　っべこべ世帯を

こねま†っしてLl乙も三叉の風炉こ£甘露な日、まず寒行であう。各人各観に

督厳味嗜考が輿蔦、うつごある朽ち，初めはアトランダムに蛤まっ宅∵乙し「こも

ある綺愚妹くれぼ〆藍▼の石和がつくるのごある‘私の稀合金くそのようにな

ったつでち＼く番目だ次革でTr　さて春本∠審まlてきましたが．本と音って≠】

深J」ある。嗜掛格を免こ威署といろ人はいないだろうが、水産に発って日る

かこ乙温分ヒ殴将がある。例えば．白下流行中の週聞恭啓は、黍の部数には

入込灯Llと尊章。あんなろn法華志Uだ範　でであるん　ぼガfらしし＼から諷わ

な　‖鱈、広告尊を克て▲　る王たまには産みたりと貫ろことがあるり　そん葺縛

は立ち窮みをする二王に〉Jてい乏し　それで十分紬こ合ってし1慧カ、ら賓わな抹
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Jであ

こLlる

つ他ビ

空ある

さので、

1ろ　－

しそ．「1

‾てこゾ二フ

）ノ芸h

J欠で’

二、タ　ミ

いち　の

′ギ一

二が詞

■う　わ

二ぼか

ミ謁n

r尊慮

‖i七

二で都

♭く　の

に考

、、しこ1

したす

烏有を

牒味に

てる

に互

て寧

日る

には

現わ

、・、．・・：

在日ユ

とすると憩が肇うかとtlちことになる軋　とらやか乾漆に乗りで濾薮むて．い

る人に多しさように免蔓けられるゥ　まったく凰拭井部全速漬ばかだ里。でペコ

ミのために大敵炉かごく放逸まれ、廊量をすりへらしているむ　その木蓮軒マ

スコ　の蒐繹たる適期轟を貰らのど丹ら不思轟なまのごある。いじ培われて

お札竃して11るよちなきんだ。暮雲に現代人に乞って凄烈轟が必要である・乙

いちより、むしろママコ　が狂者ヒする方向へ八勘を鼻＿日込んでいるま∴うな

免状する．電車の車では薦んどの人が何わ＼を読んだし1ろっ　まったくおそれ入

るJ　単に退屈で菟鹿に祝し窮みしてL）るの懲らまだしも、ごまぼり轟んでい

る人が多いク　ビ、れだけ針葉いみがあるかよ餞ら任日東、－費の習健になって

いるようだ。蜜巨1ている華のやで療呂にも轟く毛Hlこて虔魔かである。これ

忙い1都会に住んでいて白倉や包謹‖こなる府芯くら日、もって．のんダリとす

ごした毎朝唇なるのだろう・フ＼お　耳い竃ゲ、、電車のやで疫や空ろ乾け省一、ノて

いこいたらと・ん草薮いここあろうかむ　もら少いとったリこした東森のあ悉人蘭

が多く電ろのぞなかろらかこ畏っで　これ惑あなゲ汚威癌的苺レジ＼スタン／三だ、

一　一∴7　、　　　　　　－・．・●　∴　：●・一　　　　　　・　．　・●．●　　・一　一二　・　　　．

■：　●　　　　　　・一・　　　　　・・　、・　・　・・コ　　　　　・　・　・こ

のおごある。よく売れて＝そり〔＝っても太で嘗考にはあま　像しなと　漆だJ

そわで践泰の車の本王政と、のよちな薮そあるかと墓石と、これス竜一か芦フ蓋

わ′托再薮の膏薬である牲　古顔で慮見るよiJ仕方が崖Ll。者嵐名車と毒づと

溌民や仁万質老僧傷するのでちょっと手が出ないヒ薦え藤色であるん、私吾

1　　●　　　・’・・・．・一　　　　　一．．　－　　　　い．－J　　　－　　　　：　　・．●　　　一

石親王壱カと藷勢伏あろかもしれない伏、昨年出碩たれて乙富興産あると蔑

ろク　飢え教年商で粛った℃鳥て亮．乾収が去て療寄人が絶えだとlt∴∴だ了上之

瀬萱古刀である。まして巌＋率、厳竃肇の暦、稀み轟け．っれてえとカで莱J′〔し

ぼ、、なお▲こらのここである。いつの踵代になってあままれるとし巨フここに上

洛代を螢威した何物ガを包宿レて＝るといちことである。入閣の森本的雲海

轟にっいて轟けてし1ろかみであろう〃　そらして、普遍約定各室もって堅い5か

らであろう。そのよう倉石いるのこそ現代に最も益するところが多Llのご猛

省かろう軋　直壕には何の役に卓立た患いかもし九去hl状、囁膚紬二は大き

な姦智を与えると思う。やれ額黍主家だ、やれ賽産主家だといって∴　人凝宏

拘岬化して大鶴健を東＝侶Jてtlる港参二　丈＼＝こ考えてみる慮孝杏あ圭　こ

のよらな轟の痕大部のろの本多打」。しか亘仁：針賓になっている車空し　のち景

山ある。褒めろ七すればいっても尊に入る筑利だ商代ではなし1キ＼し、戴ノ？かさ

っまでも大都でぼくてば‖1け左目）。え紬二凰リグ、東町を喜東レ昆　こ息∴
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けなし）。そのためにもも輿を範宙二王が必要登ある4　毒はすニレ変各が、牽

強お腹に少し輿底をあぢ出した8　番逸お経といちと、すぐ筋さんを想壊し、

葬式茸ご窒足し1落べるが∴　それはとんだ見当登tlであるといろことがわかっ

た　居ろに朽疫が貌解を避けこいる腰塾は全部坊主にある。大藩お経は、シ

ャカの痙東の書東を孝子速成伝えたものであうから、内容はきわめて．巽既

約電こときめる。・ご、くあリノう＼れたこ乙にっいその説法が多目。た、かあその薮

まで十分娩駕に通用する宅なのである奴．4着い1かな威愚で払そらはいって

い訂圧．ヒ＝ろのよ、晋からの日東のお経故、車萄訳芭そのまゝ療読みにし

た畠のであるから、聴いていてきっ！か」霧輝がわからない。わからないかめ

ありがた守＝乞妻ら人空し1るかもしれない坑　口ではお経鼠誘え．憲味を全、檻

和らな日日ロでは、靡樵に対する層轟でレかなと）。古顔粛主まえし）るのだから

摩襟に苑者毎日Jて＿、人間の布へ向い、お経を口静で観でくらいの鼠の空目た

好さんは巨1鳥目iもプ）だろちか。思えばそれを硬めている社分も少しでらろ＼0

そし1ろのでよ　がろう今。蒐租の針盲目ニお経をあげ1二乗たら、その鐙文の内

窓につLiて敏転し．拓さん萱も‖二、めてやその呂桑に杖って罷いかも灯れない。

－．’　　　‾、　　・一　一　　　．　－’　．　．一　　　、．、　　一　一二　　・、　　　　．

蛍で乗るとし1らことに気球っいたけらだある。さて罵Lをもでのっんピ、くに

廃すことにする8　本には、新刀j賓と古本王が禿る。℃＼ん畳割合で貰ったがは

覇べてみなと－のでわが、らたいjが、石本る大命ある。そしても泰のうらには、

かよ日と償った本が多目。新剤であれば、一一兼広告賞で書名くらいは舞上って

・　　・・　　－‘…・・＼●て　　　　　　一・■・・　　　・　、一、・・一、・　　・

しかし苗薮蚊そうはtげ成鳥　藤レてみて面白そろなのボあったら琴おらか

、というつである。そこに義春の巳のし苺かある。しかレ近頃誉珪石康にも魂

復正札をっげそきれいに∪てあるので、竜蓋われた石本あさ　りというような

針葉は毛紋や奥底しな刃ように慣らさ　それでとたまに面白い町がある。椚列

をあげて見ることにする。匪琴乳碑さんで貰った太で、「俸礫三寺留金」と

いちのがある。これは汲富根であるが、大風のとる直竜の恕級した恋で、江

ヂ綺代の百科全晋である。三才ヒ恵天地人、即ち森経喪家のことご、ある。色

吼電ものを絵入りで就関してある。例えば．外衆人頻という縞をみると、女

‖　　　　　　　：・　　．．・－：：・●　　　　　．　　　こ　こ　　‾　　　　　1．　－

ある〟　参者まごにその場所を引用てると、轟承海上、扶桑感熱　失望の適地

天爵落垂、闇車乗比海亀、の唱ケ弟を番げそいるむ　その鰯にもし　不死臥　叢

簡蚤．尊意白いのが沢山ある令　室陣の入水と＼れ仁万偉覇して■1たかは和らな

●一　　一　一　　　　　＿　　●一
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が、環

濠レ、

・・．＼－

ば、シ

．輿だ

そのま

いつて

み／こし

し上り＼．弓

を金、礁

Jご11、lう

き＝た

らか0

・，、・－、；

Il．慧＝－

U＝事

ご、くに

三か捜

こぼ、

□って

ナる。

‡らか

こも魂

∵ラ獄

岬列

ざ」　と

、、．こし

〉　・色

二　女

‖ノて

轟沈．

、叢

ら電

■、．恵

ら沢山楓虎いが、それであも厚を手にこっこみれば、その磨代といろ告の

乗にはっきリヒわかる。肇免責】‾轟恵三竃編J　そろいろ薮が奉るが．これ

な亡を見ると、登悠宣教の蒐薮鰯における貴少年の寒気込み老身淀かに威げ

ろ。丸大正五年∩放漫乃耐鑑でして出た「堵二合乏初藷．を為れば．契産と

・一・・．・一二●巳∴＿・－：・●：．．一二㌦、、∴．．し・、∴

／つてし1ろ。／つノつ書けぼきりがないや∴例え内憂は蔑まなくてち、瓢賓や

賓釘を易ていろだけで垂、そ′n当範の建会決勢が色々とわ畔」．靡威容っき

覆し）。侶劫／タ．占琴穐き空はすぼらし日航愚のよ日本が深山更級きれて＝

る東、人着丈へ突入亡く‖二．軌は零なり、志の毅£少肯く侵王て凍て吊る

まわである‘雌箇不風力エコ言草に出扱え打た黍の紙の悪日こ亡淀郷を軋窄

通りごある。淀穣克行のコペンや用守の違篤で∠同じ＼こと戒萎えろ七二溢う訳

・・二・・

・一・・・二・・．．・・‥・・

ぼ番屋をみてあるjrL‖三わで、これ畑う仕事にっくようこに恒三、＼▲去三つぺ

うに喝庶谷口で窮ろ毒し、興がの拙£勧覧蔑みふけそしし、／そこしきノ裏窓弓㌦

なぞ月ごろJLLかしみ温以、上の倍額苫きって奉を探して＿、、、、つもりで－1葱と

最後に私の本当の摩株は読書で虐なし亡1ろ二、こそ甘げろ」づこて竃し∴言緩々恵

一－●一一一一、－

して．人造にぼろうこした賽刀にタト畑うな鳥多分にやじ一薮疫汀＼膏▲冬雲でをL

・・J・・・・・

してtlに。そグフやせ索／艶味と＼グ）言上足留覚に替った1＼点を貧で、廿で七三ノ㌻ぅか

めq∴∴しかし考えて去れげ恵′′しご汚無塩で寝霊十二）だrj一・ノでクー．ネノ石1

番蕗且アマチュア無紅㌣ある‘ノ無限り空風′へ、母音㌢恵71、東条巨、、∴ゝ、蓋し二㌢

馬するスリルこそ最高のさのご＼あそ（i下宿生志は巧力＼と不竃量子＼、烹葦工に

楽髄でさす中断し、免許と濁れてしまっだ撰、番には又え許を、と」㌢左∴

な／コかJパ1捗舟のコールサ′うン、J月9ぞ召、そ、鼻舞上㌻まっ乙リで＝る。今

軍畑封よ免許おとりやすくだリましたし、強牒豆再㌦＼らち凧属すそ方が多Ll

e長日ます喋、二の次は一つお里でお金目しよろではありませんか。長々と

子二一・・一、－‥一一・・●：、・

上乗殊に焼刃レようし器し上拙文をかえりみず載せてもらった筑紫ごす。
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…’墓
…ノじ巨

上　野　＿康　男

癖埠／立薫7亡、哉かす、ソカル部超、惹卑執刀蜜束を克服して遂に綴薄日

がグの萬蔀から三部へ條帝する事水虫葦だb　凝崖＝こ射阻部尊と蓋えば牒再l

に見えて契われるカ＼もしれ省‖亦㍉　尋軋々にとって、こ外賓寒はひとしお威聴

寒い吏‥刀があるわlJeある。

乳にあの大空白木〆心さえ行方を見定め牽くなったダ簡迫る祓藤に勝利の

汽／トブスノレプノミ鳩リムぴぃだ臍、覇き上る歓声亡魔手の平で、私は慣卑風の都

蚤連名の数々のだ、し）出の負を尼しくめくってみるのであーった1

－ご／乃壇勧郡にも鼠られるよらに、戴考もェ竜学部が覆れているだ均に慮る

下僚書、工キ十条であるボ紛いこ起る璃向儲ぢ不自由さ、翼に経＿常闇での賓しこ

琴、利．申こく巨で噛議続けtHか刀で索も，ス窓と歌の親告は花んどの土、

ヨ私　産Eを壊／／うだ　＝二億万㌧」韓風の組合のた湾にノ＼づキング賓に恵まれ過

ぎ・こし！る産刀土兜に姪仁泉々牢、それらをす／ヾてフイにしなけ′ト音烏ナ貞一わなH

t」巧、鼻路子ではあヲノか、挽柔的な孝三？乙あった。である伊豆戌♂厳島の

空席∴円心が′つの焦蕗に葉至るに浸相当の重褒状おっだ。しかるに威ギ月毛

、パ＼－乞する所は、すヾてが凛しく承るヾしても1万二℃である。剖なLlやな

定日をして蓬も統合に藤っこ亡は強制三上左目上　米ールーつ言様株に蹴り合

う二王」二品鼠を象じ、繚筍の敏．試合初級のチッパンビ〆んの岬口と酪連一

審甘美敬三を洩りたい古郡が恭つまれば県かった、ガレかしそ刀痕も、紫理

を互でど三ノもつ乙薬味し沌石目二怠る者で祈り、美味くなって然るべ苧もので

あるク　そら私ぼ緒に患ってL‖㌫

三筋復席老来卑し再三′感の稽孝は、頑戸商魂・欠番であった。ここは以前、

三度磨薮そ定めさせられた雪線っ空のチームで羞リ、ス三軍発射二八番我に樽

蚊し、訝えぼく璃蔀転落と怠った蹄と同じ球審ご対乗せるヒいづこしき皮肉

て！あった，

三色も以下で使った新チ【ムは尊い毅′鎧の礪刀な新人苫牽て大日に賓私意

高め、仏日か、わ寸轍を億しんでは異療養をェ二フォームに憂廉えこの療筍を

重ねてし1た㊤　それはとり立てて日ろ隠乃蘇し立辟智で烏詫拍＼った伏．仝象か
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今年は〝頚上げるんだといろ燕轟に燃えており、争迄ノ欲して芭番われ璽かっ

巳藩政免に私は、亀倉の愚僧で、あった過去ゝ宣郵じ茸がむらも、美しい農の登も山

こ生成じたのであるし　これこそ3部数膚の禽層雲弊風する方きざ原動力だと。

かくここの密教刀を貯えたわ伏サッカー郡吼　ここに三部畢慈愛感けて，．

希敏夫の和こたちばだ揮った巾であるき　牽愈葛餅わ．体力に凍て妓みるか量

に数段刀蔓を威じだユ　替わ矩イレヴンは当って　だ弓よとぽかりに玉章を腰

やしていた。前半互角姦しj浸それ以上の試合を選び後半5分．遂に＿績蟹の岬

点き見取する㌣或倉畦丘に、激突に激突’を重ねて煮た。L！つ乙のように体力

に物を言わせる荷船は複製桂皮変に出たので廃るユ　後半もすか悪、苫すぎる喝

さすがにこちらは産着・乃色状濃くなった、．樽しろ荘厳のグラウンド恵爵纏卑

部のグランドの、5倍通く£おうのだわ＼fつてんで制空が塵うわ　卜ぐある。漆巧

の家は二二に変っこバよし1よ明らかになって寒た）オ〆′レヒ糸との盈日であ

ろ′二フか7　その取締法既に5婦に好くAUばらす紆くなって束だ儲　プ疋武一ニ

匂ってくるク　と日らのは、このイ　レブンの車占人造喋温穏一こしサムを全のた

めに破佼さばダして＝るる摘草はこ蓋えば、入学麿の魔刀頗蜜が厳し＝だけに

臼のし1日乙のばかり（，　小溶く　なると　愚にまざれて草だ右二心で東芝′ぞ才　と

試合感に桑諒壕の〆人が葵っ仁王　∴　雲幾双チームはトリ日？期しHHl董纏いう

、ト、　，　一　　　・、　．．．　　・．・・・　　　・　　　　　　一一

の塵魔な奮斗老醜けなす畑でならなかった・㌧　しかし克、か、たその儀くノ、、誓ノ宰亨

と慮撃なか車プ√′／こそ′かま射二晶鋸のノど死力猛攻上殿」′射‥、つた6　そこ二三二樟1

が不整凌打力カ注目）こし　るよ主にさえノ誓われたり　京ィ、1ニん雫燕－ごて薮£三一」、

紆3　したと拭贋に、三．濁革竃の食療京輿現されたれて－＿第一二）‾・二，　声を上げ亨

をたたき言に星空あって喜′：ミ増子の萄」に、疲香車で兼凍J　で‾＝色名々瑠武

史の都電、薮人イ）梵哲．轟長刀斉」二兜堰状碑孝をもって反り忽＝∴温子につ

ぐ確守へ　良掛った、豪かブたク　鞄じ毎毅の達観、歓声と鵡ミロよレぼレの侮寒

々としたコンクリ鵬卜のスタンドにこだました血．水イ　ッスノしゲニ慮って／♂分し藍1

たたぬ潤に、温」はすっかり跨暦に芭まれ＿　代って痕急診玖乃数々爪革アン

が義バごしい光を葦ねていだ。〆－きわ竃立つ長泉など〝ノレのネオンを乳上げて

“ごっつい大きら鼠えるワ〃　せさあ礪攻でたまらぬと言ったよう宝蕃橋で繁

ったのは監事大役を果　た窒麿の矢倉岩）どっと澤Ljて綬く質し主賓の呼を次

々と勝利の煙草の隠斜勿れて　‖ほ。盛年勘の帝夢生帯状この緩む威激の牢に

終ろウしぼ人格当暗サッカー左ろくに匂ってLiだ、かっだ名にどうして予略し

爵巳であろう机　勝った車の及射落しかったのでば電・いひ　全買上げて′虎の

曇り邑ない欣適怒気麿を各
ごわざ晶豪賞杯きっけ て

ろう。皮7〉釆㌦ノレ一つ茎

／
＼
議

ち 合う革の弱
「
一

輩尤渚た
ゝ
L心

イ

貴
腐

巳の釈何より虚しLlのどあきこ，わ
ユ′

奇や ぞ私以．上のものが香っただ
じて右目患蜜から〝蘭塗に至る払　渡日潜り王威

つ二と蛙連動部の八三皮剥詠の一つである吹、盆がサッ月小郡はこのつ　‖り蜜

がをもって東に固く轟ばれて行くことであろう。で7やもすれば　単蓑に親身ム
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務ちな六番生酒五条ソ日古刀とし、又サヮカー却とし　う頚と　ノミ＼ツワ亮、－ンを

勘二幸業できるともトう孝三藍を篤て、私は轟にともなく威覇してl卜5刀である。

乳に主粟巨として賓賓を凛　た矢倉豊J久下　2年旬マネージャ岬を轟圧した

土鞍葛、野匠葱、日でれ乙三三母堕）二宮法の林老い穴粥副審）境選　一恒日生

こ鮪疋な敵経て乙峯科リブ感名うて13そこヒカでノじ頚く、今後の鑑斗官ノ富じて」Lきな

い次第で香る。叢徴に、推夏不慮℃率叛で亡くなった政志東森環鳶も　宴席

あって温郡する迄二年聞、餞じ野菜として宍し‖＝活覆したプア1トマンであ

っ悪事登園毒J、孝業に当って辞めて衷痺乃葱を東レたし〕。　　　（終）

登山はスボナツか
落　循　環

最互夏山ア㌦ムヒろ＼今モ‖こ至っては生山ブームだぢんてブヤ鵬ナリスム松

藤ぎ立ころものだサらそれに書かれてピ＼フナノレを岩ヱ登る曙iニ漢ノブ毛で日ごと

足ってし1ろ後産蓮やたで冬山に揮しわ＼けろものだけら絡堺珍妙定渡逢畢鉾に蛍

一　　一　　　　　一　　　　　　　●　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一

私は少二とも登山三森く蓬もス武一フ、ご見解∴ノて11るむ　筍義定め汚れたノン

一山痩なしうむ　しわ＼リ定jHヒしこ∴日払いノし一心は毛　かなる登上目二車㌦）てモノ存立

轟演会刀塀〆鹿家かり＼、十を何のため卓二象る了つかウ＼こ昔日っれ∴烏山まそこにあ

るからク　だなんて介った壕揖弁’フ各と　主力怠近各三　ノたつを呈去∫乃行っ巧よ

・．・・　　・・＼　＿　　　　　・　　・・、　　　　　∴

・　　　　　　　二　　　　　　　　　・・　　　　・　　一　　　　　　　　　　　　　　　・　・

なる逃げ口上に過ぎない十王篭ってLlる。ヌ新一＼プこい一題巨こ展するものである

と頭から考えれば別にモエフもめろ事も砿判されることもないと患う。そして

詫頭を摩るなら摩るそ、エし1レええ人のノレート三トレースするうつむより。盈し

こフ‾うス由一ワ∫）相手は白鴎と．ある。鮒人間では首†〕。旬義麿条約にはノ、職蔓

こ　　　　　　　・・■　　　　　　　・・　　　．・　　　　　　　・・　　　　　　　　　　一・一・

つ一ここの入府－ツ左寄りねばならぼけ　勿義ん一山も二つ匂終によってその

晴々に兎じ、て変ってくるそ↑、Llつりがなる終にもそのん一んの根本庶薩は変

らない¢　その咤理このスポーーツの蔵元互なすシ十つま＼＼か紆亡は斗ってはな烏

ない、そして己と斗　ク・乙∴1う孝である。二のルー心窒霧った靖のぺナナレディ

√匿大き汗，閲逢えば範である。それ霹二刀療俊吉兜すような登山一考は窺孜

勝で鳩終反則を犯す遭亨亡は乗らないのであって庚拷ヾ泰であるわ　し、やそグ〕心

ノ几ハまと㍉う∪て相子二王ができるのかそれは凡ゆるス東山ソマンに∵フ＝1二言
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岬ン五

二ある′′

E Lだ

・一一1ぎ生

こきな

磐席

ノぐあ

き）

えるトレ二二ングであるj　そして己の刀工庵苦言ある山をっノjこきに細る車で

ある。よきコ〝チの下で和才、、LLlトし〝ニンブ老す√しぼ少〔亡もどん筏最盛

の事臆に至っても最少碍藍の夜番で速頼る率が出葬る∴即ち惨敗は礫し射／1

モあろモ少　しカ＼しこ′乃世の中には非常にロマンチヮソ電気外のへ商法夢巨い－

て偉大信心の私案に應せくノ　打て魔のはハ　キング∵ご強まった5の居度重なる

各に竃のおう矧汀すに濃入り乞して遂には大きな夢紋をまき起す終濱去眉代

ことの多目等£＋それば己の山行密教粛啓日がけ山の和姦jあるだうらとい

う包己満足の橿栗沢務に失魂となり、乙の廿日威徳のも亡に行動左慮すわ、う

で入水〝ツには凍、してヒンチメンプリズムやロマ1ンチッソ訂威債は評言′れ宝

－　、i・・．　、、・、モ　　ー　●・　、一、　　　、　．、．　・　　　　　　　　　　　－　．■

である‘．それ弧線ノ＼十キングから登山へと何らのト、し－エンデ蕗電Lに絹を

膿め二乗だ宅のはま手駒ヱ広めて最もと嚢象るとヾより。考ば初音と1線毅に三

っているかもしれないげっだ＼‥王らtlう友；前渡ごろ灯ルだこ勘わ工畑でオ乙，ト告三ヒ▲

つきり“等分相克の登山乞や一つて泉たク　ヒ烙見るだけ刀塾這ザあそJ g懐七

と足らなら思え。山鹿郡人乳茎路紆新人隼粁射㌣畑二八三筏替歌をいつH P

心痛のほろか下の山すそ．を⊥ったり下りたり∴　執甘辛く産きてテントプ㍗空一丈
廿に飯焚き、象漂鳥新宿Ll　で′；ノン乞韓（てうアマニ庵宣誓∵イ三リまいこ」

同じ、ァアサ、イ　レ　ン蛋句度：5埼ぎご老境至当を′つノ二、バこごこにご′L宝珠〆ノントニーノ入＼、

1・．　・●　・、・一丁　　．　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　．　・

一・・　一　　一　・　　　　　一　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、

二　　　　　こ　　－　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴・　　　　　　・‘

二二九柾ス府㌦－ツナ〕将患空は作目だろカか′　ニケう連が凍射ご1グー」にこれを渾号

趣虎ご登山するもの乃鼠喋土工．付け碁石もな＝壬鳥沌日高＼。自己流7）登山

登山は人によって7、郡が－フに車作り痘敬三わよる失患ドき二三莞琴．二つ一∵華∵L

・＼　　　一・′　　．　　　　　　　　・　　＼　　　　　　　　・：－、

ヒル在県煙や腹蔵宏こねまわす才リ単なるノ、新一、ンこして乳頼悪事は審斉で

あるの　そして藍選など岱毎こればそれは練習不足にとか葛分不相応ヶJ∴と二g

しでかし仁摩七まんごんに酷評すればよりものを“吹雪こ消える焉彗星塙・予

吐か、、奇線の生温了　甘ごとせ日欧慮須ダ1ト毎のようだ昆虫しそ亀薫索、断

簡億巳に零きたてるもr）だが自訴舌に乗って、あたら痢私に患金宝遺せT、に

ふみ刺す私感三溝も出て煮慧悠寒で盈軽はス凍柵、ン登山を語らもつに茸㌦玉

石各で、ある亡禿ろ。そして入自己の行動王君こす綿に自余は之ク何年かの怒

金を両月乳にこして」iると罷って行都を塵すべ空で．祝して言＼み惑いJのろい1よ一÷

こするべきごあると蔑ろが　皆さんいかがですむ　　　　　　　　　　　　し照パ
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苧葵隻の読取状況

今草は大牽創立〃野卑に当る。こ

のJ R率着き定着の戴乾も全専決安

しているのてノ　腰・和よぎ葺J　胃早業の

大学オノ東宝亘後．全季寮窒之貌2免

についてその親電菟萱牙上　之憲に

身

督二号学蛍法人寒（よ∫名）

索郎二審大学（東和4鬼

京都大学　窺い　　J

牙八イオ大草播寧日

嚢工乳計較摺風）よ

佐野工葉高坂（泉法科′

倉敦工蕉高額（倉敷）7

K M生警≡慧

まとめた。専門賛嘆■大草専攻科の

ヰ寮生についても諦登すかしぼ叉一層

萄白い結実捌生れた7ごろうか，薬科

不発令のため次の磯会にても磨ると

して今封は割脅した，

七二

二硬

新嚢素強（窮ま）　7名

簿選中学（柔都）　7

魚秦一字■應蜃）　7

恕鮭工黄新発舞（頑環‖

凛立工業鍔輿巷（宏江日

豪長泉青（奈良）　7

化郵笈び鯖嶺会恕（d∠名）

竜洋㌦ノ′ヨン（羞慧）4亀

ヨ恭しイヨン沌雲上7

索軍し㌦ヨン〔綾隻）よ

三萎しイ　三ヨ二ノ　仁村けj　ブ

虞寂しイヨンい箋灸）7

鹿北カネカロン〔穴蔵）7

鮫′義びバ）しプ会社（

雲）き1蟄紘（蕃筒）　7も

読≠懐紙パ）しプ（魂リ

冒本エクスランし甚大与）7包

施化成（廷鱒う　　ま

養郵乙成（勿長）　7

帝哲人綺（挙国＝

近江絹糸乙です富川）　よ

竜洋紡績（辛口）　7

、■1もて■

大日本ゼロつアン（畠樺）よ

覇合絶零し大猟）　′　ノ

ゴム及左、プラステヅクスを鼓　し／4亀）

天津ゴム工業　索郎濾）．之も　主星鋼帯で左往致）／包

天磯ゴム工寒路取）／

日本ダンロ、ソプ（函≠）／

徽嚢摘草ゴムぐか戸口

Bぶタうヤ∈’久遠泉）／

黄土重義工賓（大森）／

天掲金芭工鷺（穴馬）ノ

ー岬30脚

転

（三石J4．言．巨頭．在）

焉都市塞選者ほ爵）7鬼

工芸毒峯顛ほ郡）　7

天顆大草（大筒）　　7

紛壌硬変呟宏鳩撃）ユ

軒出窓凍工渋紙鳩ユ日

は轡寒撃夜食仁丈碩）7

大日本紡績漂霊）之

異肇紛蜜は繁）　J

倉敷紡績し承れ　　夏

藩士紡績も静岡）　／

喫知嫉清く砿爽）　　7

奥宮入鍔（票票）β

賓知′ピロ「アンと払畠を）7

碑宴プラス与、ヅ輿液量目

頭夜化学（大筒一気泰）　よ

棄充ファインケミ刀根〒壌日

本軍蒐工窄巨澄）　7



鱗塵把工唱衝鳩讃乙ぐ覇斜憩墨金敷（局名）

ヨ本う牝ネル可愛盃）j名

大胃本インキ緩削　4

三克咤産（犬蔵）　よ

繊纏涼刹密造金丸（

花王忘凝L和歌山プ　夏鳥

、一一　　　■　　　－

天成化学工寒（真部）ノ鬼

高分子化学工寒路綬日

ユシロ化学工業（三愛）d

？免）

竹本滴湛　蘭郡）　　名

日本海蒔r石動　　∠

婆剋嘉びインキ饗逢会社（音盤）

胃本ペイント沃蕨）／名

商訟ペイント沃陛）7

叱聖二案会食（旨墓）

辛顔輿産し辛蔀）　／名

嘉覚琴産（徳山）／

製綿蟄綱合志（占条）

妾山湊網揉勘　　　名

鱗経た工／竃乙ぐ魂空会社く

富士蔓草（薄勘　　立を

ヨ本　ロス緩勘　　∫

粟津うロス牒和讃）　ノ

白洋舎（東京）　　ノ

主誠戦線工賓（大紋）7

乎妥工業（寛着日　　／

平射織裔浅塚目桐畑日

東産鮮経（宴沃j　　7

嶺剋製造合志（4亀）

島崎連射（克郎　　之名

柔床をペイント（大筒）斗亀

菟暢垂剋▲〔大筒）　　～

軽食テ、ソーいうン（東京日私

利存化学工業擁畠川）7

森下梨網　河山）　J怠

．＿ユ　仁も1

丸高額撞く神戸）　　ノ′亀

東領一加工（京都）　　之

琶蕊粗布（衝き）　　／

豪洋ナ右コン細嶺は関目

牙）とL－ス（菜紆　　青

竹土蚤工ぐ苧升リ　　J

矢車コ川竣工：稀）　よ

～，ヨ　辣　⊥∴堺）　　。，乙

山塾？ヒ学（京都）　よ免

′

　

よ

　

‖

　

7

冒燐化学工業（倖甫）／免
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後輩ガもっともっとより－馨の餐藤
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もる昌雛貴は∴絹針とJN鶉は／4％′夜須ま〃／笑であって．（ヘキサメ手レンデ

アミン　の藍殿盤の詑葵よ“耽∴　∧欄′／夜宮銘．∠弦宛JZr％）に五枚している教

書の患てあると鷹忽する。扱者　7之％

ヘキサメテレンヂアミン的牽強

療蜜／＼寺サメチレンヂアミン亀毅塵ノ／フ几（諸に対しJβ宛〟辻夕〃．j耽読

二転えると′　菱に魯魚は下に深激し．上部に油米の八キサメテしン瀬令恕して

来る。之を分転炉斗こ勅舟木叡漆か分ち，音更蔑溜する。窺隻．鞠野庭の怒

占〟ナ十にン点き▼う空域

翠モ札のヘキサÅ手しンヂアミン㌢セペテン寂を末々的3度蚤のβ0％工

やノー　jLに溶解L．凍曇に垂範を混雲する。一一一晩妓叢すれぎ占．／かす十ロン鹿

光線還して解裏す／5け賃金瓜愚準金に汚く為に1よこ寓玖上車緯晶班吏牽そあ
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れる。中の空気至境戯ガスて置換し　加熱重合を行う，

一　　　・　　　　　　　●　．・二・　　　　　　　一　　　一・・・

一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一一　■●　一

告議蘭な衰雪芭洛【言－ノまう．蘇頭目よそヤ㌧∴ド）し法与野う．塞庫奉は釣女櫨．非

常こ盈絹蜃仁戊と　強力な礫水落こ　れと。怒毯牽恵恐落（／払〆て）て／〃伝聞魚汚

しを。整合喪及び・鱗鮭試蟹について息吹机教会に報竜するJ

㌔　　以上の鰭環より二y磁JgJ∠番のサイロエバよ英才㍉艶牒巨口車＝二㌫鏑‖又上牒）八

キャリトテL∵ノ竿アミンとゼ八、テン毅の食害する華は絹ちかてある。

尚　占．占う－イし∴ンにノ‾HJても司教お銭零を翠，更に　占十十ロンについても賓

撃やて打る。
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肇は喪に鼻ぼしい肇で、ある。買鳥人㌍乗輿壇が牒凍ノン、L′ゴヽ乗る宰ノ　ズ史観

襖と少しく営農する革は．未だ乗螢凝檻の車怒庖る華を東している汝今後大

に修養しなくてばならないJ

観官ナイロン工賓恵非常に大きく生長しっ）ある鈍．夷のスうう、ソプ回収

の吐孝も㌦つの大きな工寮として凝り上げ＼ら片る可き痺拝に凍ている学は．

私の三貴掌町工濁運営の経饗より．磋藍をもって互い繹急け鎧も頸故日本に

帝人きれてLIゐヘキサズチしンヂアミン抜考量づそり一におtlてアメリカの

ナイロン賓から可曳きわたもFUをある。鬼窪薫か電子波J：回赦工寮を金閣す

る嘱会．雫私として｛定義香の呈釘無　給きれるならば　英の穂科の歯賂寒

品の歯増反肯名称均にみて十分濱賓サ象れるてあろうJ　異現在のナイロン／筍

にはる蚤J、】もの′　執えば乙∠，∠ノクノ　石　見び寒の箕整合爪も1万1髄混合して

いる乳　濱のモノマーの盾駐　車生米寒声工乗J）成否の愚考とな．乏し粟の皐

に関して8万生の喪家耳よ一日発寒する孝三刀塗する。

ん舛血老／G拍動必
福富研究雪　山内管司

㌫疫㌃ニ空軍も・盲蓮　華、あること

．　　　　　　　　、ニー．●．・二＿

、、ノウず、ソプして穫昌下してみよう　フ

広告震え：ぎょ＜7万仇√ノし　励′＆社て、

莞鱒さこご′1たでリニスキル談鮭でノ　分

子虜望填テij Lゝとは逢うものだと

いすつれ7いるJ猥大の寒暑癌チリ　レ

ンれ牢考ときれる　毛玉のてきやす

い屋庶務褒された上にと二〝トで、ソト

までとも寸法の牽たした静物雅てき

るようだ′，よ仇ニ了C　ユ寸土のアイロン

にも愛東とし巨うァ、ら耐熱庭もて1＼㌢リ

●　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　一　一
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ズ寅、報

告後大

プ回収

率は▲

ヨ泰に

リカの

巳習す

恋路磯

コン屑

合して

毅の阜
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1何に

一　．二二、二

蚤轟く

l／ノ　ノ

をスつ

7　え　っ

節季

◎

四面体と八面体の折紙模型にっいて

町田研究室　ji＼西恒男

考

化嘗同人による漁港（r化学’ノば化学芝轟珠する学童煉泰芯も｛覆ばキにと

ィて買，その蔑め諜報々学生に凄努まりにも薄口的盲憩審査内褒夏祭鬼こな

芝ずにおっぽ川虫しているの併発雫ウノ壊そう走。しかしこう了′化学わ　も童額

、二も㌻l即ちノ　ノダ∫／′一再∫J　等嘩豊臣もJ摘発在のい）に化して非常に判り

よいまわぼ工費の入門審乳な轡感にな′つているノ　私は乾漆み頑の確に葺かせ

て／9∫／昇玖凛のもの室．少しずつ費んてみたか細軍刀も釘に凛畠線素し

わるゼJF凍多かったく）ニヽに招介するもゾ）三．／打J孝／ク胃号投資否孝貯～

土子にあるもつてあらザ　文献兼′今と念うに汚少し曾菟γ写る≠1＼も象㌢言い∴

しかし軒もて∵γかし　いも㌻＝こぼ有り監理きして薫ノブ二むや　ないことと漂う，

奉　も＋工法ご以下の吏葦は私財牽鮒したも釘で㌧畑㌢で∴よ1の丈牒

て蛙ない革を二とわ　′1ておく）

●－、　‾－　■、●●　－　、■　　　　　－　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

巻に行われている円は　正呆れ声紋づ1＼一〕霊牽丁／宝もJ〕てこと二一二与∴十字＼から瑞

寒上ったも刀に鷹軍が生ずる立方考滅外灯ノ優′コ窓斬サーら悪党して軋ると立至

雪女面白い喜作が出凍るフ沈下に塞くの法正六角肇　から悪贅して，立上箇

各と正ノ＼葡漆とを代る秀法号あ亮一が、正四面漆は，フアン上告ツウ㌫萄機宜

捧叱考の蕨）ビ首あり　立入面体は～フ工ルナ岬の蟄魔主体化学．n暮泰をみるノ

事項▲　親機化学老学ぶ上に何かの役に立ち得るつては万やろう弁j乗に這ノ＼

壱捧ボ／∠　博もあれ∴ぎフk響土石九度（0パ）Jやヂアスだ一）し軋拍　蝕′　やもっ

と考盤な勿項の感蒜騰貴も尊餐tL級立てるこヒ耕土来るので一手ぅる。

uj、正ノ＼薗柊の凍り斉　し牙／番う

、い　　　　　∴．一　、・・　・　　　　　　　　　　　　　　　二　＿　・　　　、

一一●∴・・＿一　　　　・　　　一一・　　　　　　　　　　㌧　　　　　一　・　　　　　．一

義彗＼ら恵を吹き込－むと∵£♪、面簿畑こな売い

くZtコ一つ一マンて祈れま＼東鑑ダイヤモンドや動‡－ん盛晶Kノ浸烏拍1ふ．／‘夏坑左

も＼一　　　　　　　　　　・　・●・　　　　・、．　　ノ・：十二ン　＿．＿
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〔三j　正四面体の祈りオ　（牙之澤）

立大儀彩管くり　の厳に皐′分に祈り蟄にこっ薪†＝こして（よ）の厳な帝リ層

をつける。（j）て之をわの下に折り込み巳の下意ニ／1に祈って（4）にするさ

まを巳を重ね，　萱∫の2枚の間には空室とは）になるJ Cノとこの間にg′き

まさみ込室と，頑丈な立間面体甘鰯来る。

濁登のゼロフアンて番ったものは何畳魔／威五山；を鼠色の絶王凍れば．

テトラへドライ　t C紗d∫♭ぷJ　を怒ばせるJ

素敵については玖上てある－／。なお余棄て、ある森　ノ9才之蜜の化学∂再考

㌢J9　に岩崎老生の牽皇帝裾の写真本のっている。入手出来たら一夜　ご

らんになって見ては奥掩い
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積分反応′

■・・‥

岩崎研究室

（そ　の　叫）

化牽茸忘憂一牽温獲て、”恵蒔覇気忘せしめると｛牽守）現忘畳語穫松滞られ

るヮ例えばサ次軍産において，初演牽与α′夜鼻希句王命後の東京量与え．

友量産療養教室名手萎れすとメ　夜産婆行蜃は

て凄わされるブ

し一小1ノな凍　寒野上こぼ東左平の嵐蜃　硬変漁！ト一乗∵ニ保てない燭台もあ

1、某社啓上小宅中温席烹杷鮭置きプこし、らサー瘍金亀葬り．その温硬経逆を蕗

覚しにくい橘合もサく患いっ　この饗な虜合ノ　鎧は温泉の義教てあ　上　温夜恵

＼　・■こ．・　　　　　・・　．　　一　・　　　二　　　　　　、　　　　・

透孔－㌃竺γ、′′‡克dZW一一…－（よJ

によって計麿すヾき手あると考え慧　こ一れき　く壌今夜鼻”と名付けた。ここれ

ばエ寒上に　課に至大な利葱のある登利なも垢首あると鴬ずる．耳忍頭凍奉

にこの魔な竜宮縫乗の人は考えていなり展て、ある。（よ）武井成立する辛は彗

こ、－．．　一　　、　　　－　　　　　　　　－　　　　　　‾　　　　　　　、　　　　　　・・

寒地麗哨小ら紬わたのてある。

牽鷹殖鼓頑の為1二まず最も噴聖教な小米豪産首ある感銘工手）い東溶液の痕

戴き触壌ヒした凝叱東右き墾ん仁∴　これが一次玩忘に錬うこと及びそケ、礫労

費喪を薇はいずれも霊α′は乙通　わ柔軟にも詫載してある。それ教j Z聾の温

席における耳鼻連夜垣敏から月ノ抽ノんれ最　の式に当てはわ璽立方整式老解

いて竜巻化熱ほ）茂ひ額寒因子（A沌責めた。

●　　－　●　一　一　、　－　　－　　　　、

こ方審巣から温牽Tの適教としての協外分リ、夜／つて色魚Jj温牽Tに釦ナ

る宣長塾長転敏也水分る．

次J・こ濃度Ti′こ“瓦長里困懸して盗最の温受変化皇たどって温蜃「：之に隻らし

わる文責を賢い　右薄荷茎こぞの温度を記銘し，ス牽当躇阿鼻に夜蒜乾を黍

戟涛乾してその盈行東宝測疫　たノそれから賓出したJむし（a／a一九〕悪

ユ£締ま　と一致することを確かめたのてある．これて　旬かま乗合才
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出写られ

■・・．一・

菟ノ告もあ

已逆を蕗

風食ば

。これ

〔、、・∫

寒は当

季の喪

液の療

鋸蘭了）

聾の温
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におけ

蚤らし
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）まだ

増東分

紅玉しいという審査合ったのである。

転薮工手ルしげノよ∫℃∴ヒ貌／々Cに£ける安食の鮭窯須出した及忘速度唾救急

ニ；：：し：・．．、、　一　　一　∴　′∴・・・J　　・二＼、・－．入・、、＼二　㌧　・

ふ∫℃∵主よノ∂どの勘ま／∠？．X／〆∫盲あった．これら古墳棺な桓温安らによ

って卑た佐貫からメβル乙泌L云4才の式を汗‖1て求められた慈造叱観ほ）及び

頓や㌔・一・．、　　　・、・　・′　‥　　∴　・’一　　一・．　　・、　一

物ノ養ニ？．βJノJ－J等J
とまる学課合った。

次iこ．間し、友毒せよ∫Jこ～J∫∂ごて反ふ甲に星夜水産恵に変化する濃に行

三雲・J）療采‡町、て腐今反左耳ム棋ノ九一九、〉二「名護プは　が牽寛約

一三二日藩主環打た　っこ力驚＋享つい招．ぎlク′／“ト分後に試料二泰囁L涛鳶
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Z　巨けいン花j
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討演壇（理論値う

（㌘紬）x
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Y　一・X X。㍉ク∂

十　／．／

ナ　よ．∫

十　J∴ア

ナ　／．占

ここ首題分哀鼻先の右辺の計酎ま♪晶′ワ遥クー花の法刺による数億療令室す

畑ぼ容易に出来るU即ち，浄水奇数周の場合はJノ′ザこあんま透卸

∫ニ子孔（㌢了4綽十綽〕　但し五：丸の覇渦

ぶ＝　観て狛十4捏十よ狛寸4才　十∠折十4押す打）

、・′ト‥・い：∴・：二　∴イ・・・′・．・‥∴

ぶ＝富机狛十頼十鴇。十妥斗）

ガ遵河される。（牙7養　身之毒）

（そ　の　乏）

夜来．哀鼓の活魔叱窓を嚢あるには．少くとモノよっの昇る廃温車において

哀長老行い，それら友完遂豪壇教をA／餌止某／れ云山タ　の誘い二入れ｝連立曳聾式

書簡t　7造應叱奥義む、頻東国子女蓄算守るの瓢も噴璃牽法てあった。し功＼し

な赤ら　策に述べた頗命戻長音甥胃丁京ぼ▲　今きて・考えられなかった全く新

しトを鼓甘言　Aを或める奉ザ去来，号ききの暖な濁嚢や不便のなり容環な

大いに蚤藤のある量のと者えられるプ

方法としてはノ　温度経過妾巽にするかくともよっ；1嚢贅を行えばよいのて

あって．今簡単の為に′次涙慮け癌合こ／フこ1て費用すると，次式の露立守る

血豆等二王見よ弓正弘丁舶二中一笹Tdg一一一一一（′）

必t言覧＝美風虞思弓五月er％7夏草二転eす％T舶一一一一【（よ）
日）は）だを迫と村醸すれば′　次の厳になる。

・．　．∴′・・
動と　五空気　　　Lj正巳免よ笈

二　重ほ）ニど　一日一一一一1：Jj

小犬の左封書賓額によ／）て（濁定．命析）定まる一つの既知数てあって－愛

嬢とおいてまいクや辺の令尊号丞∈眉藩、温度後遺か既知ならば沃褒する漣て

ある。凍′つてやよは要するにEの義教かだ　てあってノ　三ケ日まEの小魚的

歯数て、ある肇は可違（な　りで．綜しく複凄な灘て、あって♪多（E）＝ク　を解
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〈ヱど疾普通の数学で・は圏簸てある）しか七な照ら　′鴬埼速の索額二次癖範

を刹関する試寮液によれば政教拇帝単にこ′鉦を解くこと査速来る．三瀬偽れ

ば1日日、よ）式、に祥メしてA恵、計算てきるっ

㌦創玄あげ教頭するとヱ　前述の盛観エチルの感化反忘の温喪変化をした実

額においてその反応の温度経選を覿厳し，文豪β～JO令唇に鼓動を轟激し．

濾牽した各席合音鮭合ゼた詫果せ功∂表の象りである。詞勘魔の寮費を数回

練り返して∈叢ひ、Aを玄めた轟果せダ久恵の通りである。それらに男‖乱して

ま褒め音速て求めた三）βの産衣乙ぐそれらの夜を計）1て複合反応式を計厳し

をときの契靡塵と計賓壇㌫袈差を合せて着京した鯖裳モ果ても，竜喪的方速

に叱べて少しも逮空がない享保プつかるだろう。
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編・集後記

更浄水遅れたのは残念です。孝之

号甘前号より填めに向上したと云え

ます。これは卑常客の発展遭葱どし

て畜く辞儀さるべきてすさ凛番も争

く集りました。次の凛轟は次号に腐

らせていただきます∂

・・●∴ノ∴二二．十1′′・′・■・∴ノ

：㍉、丁∫一　一・二

炊威厳蓼‘｛老人と漆か　三盆　洛

「臥スキ小をやらないか⊥　家風ムどリ

親野人滞留同塵について　朱盈療

養者にて　　　　　　　輿水渓太部

ドイ、ソからの便り　　吉本克己氏

曽援狛二於けるさまざま

な思照の某夜について
荻野を礎

蜃岡認嶺纂部首鮮みた草堂観教会廣

この蕗の冒的に養近する萌勤な穿思

えとして大切に育てなければなりま

せん．本廣培なっな放りのためと侍

か髭飲み何かを俸なけ示達、な六ない

と思います。

葡萄諒恕ビ＼のように霞まれ演化さ

れている膏、．予言1－月こどじ事）ような戌ふ

とL L乳汁れる小史知るこ乙ば紬束

ー44－

ー■＿＿＿▲h▲＿　　　、

顔の大きな肇養女、ありますが魂窯の

ところそれガ非寮に畷嘘で、あり同時

に患った奄感からその反応を兎媚し

得ないようすす。

凝後にこの廊集には一つのオ萌葱

凝森、最良きれています悌、，あまりす

っきり　しなかった薇てす）

（嫡菓子）
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